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温 暖 化 から
北海道農業を
守る14のこと



情熱を持って、考えながら
仕事をする農業に
未来を感じています

後藤農場　後藤 信太郎

祖
父
に
可
愛
い
が
ら
れ
、
幼
い
頃
か

ら
後
継
ぎ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

中
学
、
高
校
と
部
活
動
に
忙
し
く
、
農

作
業
を
手
伝
う
機
会
も
な
く
、
農
家
に

な
る
こ
と
は
漠
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
父
か
ら
「
北
海
道
の
農
業

は
ほ
と
ん
ど
が
1
年
1
作
。
30
年
や
っ

て
も
30
回
し
か
試
せ
な
い
中
で
結
果
を

出
す
た
め
に
常
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
聞
き
、
そ
れ
ま
で
定
型
的
に

作
業
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
農
業
に

奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

科
の
授
業
で
、
食
料
生
産
基
地
で
あ
る

北
海
道
が
「
食
」
で
日
本
を
支
え
て
い

る
と
学
ん
だ
こ
と
も
農
家
を
継
ご
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。
就
農
し
て
か
ら

地
区
の
子
ど
も
会
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な

活
動
に
参
加
し
、
僕
も
子
ど
も
の
頃
に

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
農
協
青
年
部
に
加
入

し
た
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
、
考

え
方
な
ど
を
知
る
機
会
が
増
え
、
仲
間

も
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、

青
年
部
の
活
動
は
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
食
育
な
ど
を
通
じ

て
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地

域
へ
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
純
農
B
o
y
に
選
ば
れ
て
ラ

ジ
オ
出
演
な
ど
も
体
験
し
、
非
日
常
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
に
つ
い

て
話
す
経
験
を
通
じ
、
形
式
的
に
な
り

View Point

View
Point

あの人の
ビュー

ポイント
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が
ち
だ
っ
た
日
々
の
作
業
も
一
つ
ひ
と
つ

考
え
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、P
R
活
動
の
中
で
他
地
域
の
こ
と
を

「
知
ら
な
い
」
と
は
言
え
ず
…
。
農
業

新
聞
を
更
に
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね

（
笑
）。
1
年
間
頑
張
り
ま
す
。

堆
肥
を
有
効
活
用
す
る
循
環
型
農
業

で
、
安
定
し
て
高
品
質
高
収
量
の
実
績

を
あ
げ
て
き
た
父
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い

で
す
。
近
年
、
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど

大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
養
豚
は
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。
農
家
は
、
計
画
を

き
ち
ん
と
立
て
る
こ
と
で
自
分
の
時
間

が
持
て
る
の
も
魅
力
の
一
つ
。
就
農
し
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
！

Profile：1995（平成7）年、女満別町（現
大空町女満別）生まれ。東京農業大学を卒
業後、後藤農場の四代目として就農。てん
菜、小豆、福良金時、種子小麦の栽培と共に
養豚も行い「さくら豚」として出荷、循環
型農業を実践中。2021（令和3）年、「純農
Boy 北海道オーディション」でグランプリ
を受賞し、農業と農協青年部のPR 活動に
忙しい毎日。野球やラグビーで培った「打
たれ強い心」で農業に向き合う。4 人きょ
うだいの長男。

本誌に掲載している写真には、感染対策を行ったうえで一時的に
マスクを外して撮影したものが含まれています。

13 パートナー企業との業務提携による
農業労働力支援スタート

株式会社マルナカ　ホクレン 北海道産小麦
「きたほなみ」使用　乾麺シリーズ
老舗メーカーが作る常備乾麺の決定版！

21 道産品のカタチ

● タイストール用搾乳ロボットを導入しました
● ドローンによる「請負散布」が始まりました !
● 米穀輸送における物流方法改善の取り組み
● 的確な作業指示は、良い人間関係から
● 営農に役立つ研究成果を公開中！

27 情報 CLIP 

特集　最新情報を分かりやすく解説

温暖化から北海道農業を
守る14のこと
03　気候は 15 〜 20 年周期で大きく変化している
05　温暖化で変わる！北海道の病害虫対策
09　夏の高温から作物を守るために
10　乳牛を暑熱ストレスから守る
11　温暖化で高まる熱中症のリスクに備える

37 Agri Square
● 読者の皆さんからの声  ● アグリポーターREPORT
● 読者アンケート  ● アグリ・フォト  
● 農業なんでも川柳  ● 読者プレゼント

トマトの色が多色なのはなぜ？
36 これって何デスカ？  

● ニラの効率的処理による作業省力化体系の構築
● トマト栽培における環境モニタリングシステムの

実用性確認と情報共有

17 START UP!ケーススタディーで知る営農のヒント

● 養液栽培システム「うぃず One」を用いたトマトの
2 本仕立て栽培法

● ＤＮＡを利用した道内黒毛和牛の能力診断システム

23 品種・技術ここがポイント！
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最新情報を
分かりやすく解説

温 暖 化 か ら
北 海 道 農 業 を
守る14のこと

北海道の気候は明らかに変わってきています。農業も気候変動
に対応していくことが欠かせません。最新の気象研究から変化
する病害虫への対応、栽培、飼養管理や熱中症の対策まで、温
暖化に備えるために知っておきたいポイントをまとめました。

九州大学大学院農学研究院　広田 知良 教授

（前農研機構北海道農業研究センター寒地気候変動グループ長）

農研機構で長く気候変動の研究に携わり、昨年秋に発行された『北海
道の最新農業気象』を監修、執筆した広田先生。「北海道をはじめ日本
の気候は、海洋の10 年規模変動の影響を受けている」と説明します。

気候は 15 〜 20 年周期で大きく変化している

近年の北海道の気候の変化は、地球
温暖化の影響だけではありません。
15 〜 20 年周期で起きている東太平
洋熱帯域の海面水温の変動が大きく
関連していると考えられています。
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01

02

北
海
道
の
農
業
は
冷
害
を
い
か
に
克

服
す
る
か
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
20
世
紀

の
間
は
ほ
ぼ
3
年
に
１
度
の
割
合
で
冷

害
が
起
き
て
い
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ

が
1
9
9
8
年
頃
か
ら
頻
度
が
少
な

く
な
り
、
2
0
0
9
年
を
最
後
に
冷
害

が
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
高
温

や
日
照
不
足
、
台
風
な
ど
、
多
様
な
気

象
災
害
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
（
図
1
）。
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
地
球
温
暖
化
と
海
洋
の
10
年
規

模
変
動
で
す
。
１
９
９
８
〜
２
０
１
４
年

は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
の
目
立
っ
た
時
期
で

し
た
。
東
太
平
洋
の
海
水
面
温
度
が
低

く
な
り
、
海
が
大
気
の
熱
を
吸
収
し
て

地
球
温
暖
化
が
停
滞
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
前
後
か
ら
は

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
頻
発
し
、
地
球
全
体
の

気
温
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
海
水
面
の

温
度
が
高
く
な
り
、
海
が
大
気
の
熱
を

吸
収
し
づ
ら
い
た
め
、
気
温
が
上
昇
し

て
い
る
の
で
す
。
１
９
９
８
年
か
ら
続
い

た
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
頻
発
傾
向
が
２
０
１
５

年
以
降
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
傾
向
に
シ
フ
ト
。

気
候
が
大
き
く
変
化
し
た
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

冷
害
が
減
る
一
方
、

気
象
災
害
は
多
様
化

気
候
の
長
期
的

傾
向
を
視
野
に

入
れ
て
対
策
を

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
場
合
、
北
海
道
は
冬
が

低
温
で
春
先
の
気
温
も
低
く
な
り
が
ち

で
す
。
反
対
に
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
で
は
冬
が

暖
か
く
、
春
先
も
暖
か
く
な
り
ま
す
。

実
際
に
３
〜
５
月
の
３
カ
月
平
均
気
温

は
２
０
１
５
年
以
降
７
年
連
続
で
平
年

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
観
測

記
録
で
は
過
去
に
例
の
な
い
こ
と
で
す
。

春
先
が
暖
か
い
た
め
作
物
の
初
期
生

育
が
良
好
で
、
そ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば

豊
作
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
場
合
、夏
（
特

に
８
月
）
は
高
温
が
生
じ
に
く
く
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
曇
り
が
ち
。
２
０
１
６

年
は
台
風
、
２
０
１
８
年
は
長
雨
と
日

照
不
足
な
ど
、
２
年
に
１
度
く
ら
い
の

割
合
で
気
象
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
傾
向
は
、

過
去
の
海
洋
変
動
パ
タ
ー
ン
か
ら
見
て

２
０
３
０
年
ご
ろ
ま
で
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
冷
害
に
対
し
て
の
警
戒
も
引

き
続
き
緩
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
今

後
は
日
照
不
足
や
長
雨
と
多
雨
に
、
よ

り
警
戒
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

気候変動に伴う農業への影響を
多角的に考察し、対策強化を図
る先進的な農家の取り組みも紹
介しています。
発行：北海道協同組合通信社
3,981 円（税込み）

図 1. 北海道の夏季（6 〜 8 月）の気温偏差の年々変動
※平年値は 1991 － 2020 年の 30 年平均値：データソース　北海道地方平均気温平年差 (℃ )（気象庁）

北海道の最新農業気象
気候変動に対する営農技術最前線

-3.0
-2.5
-2.0
-1.5
-1.0
-0.5
0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

1951年 1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2020年

夏
季
気
温
平
年
偏
差（
℃
）

2010年高温での
大幅な減収

ラニーニャが
卓越

2021年7月
高温・干ばつ

2018年
低日射
水稲不良

2016年
台風襲来

■水稲冷害年　■2010年以降の水稲冷害以外の気象災害年

←　　　　　　　→
エルニーニョが

卓越←　　　→

青 は 水 稲 冷 害
年 、赤 は 冷 害 以
外の気象災害年

（2010年以降）。
北海道の夏の気
温は年々上昇傾
向にあり、冷害が
減る 一 方、台風
や高温などの気
象災害が頻発し
ています。
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特
集
■
温
暖
化
か
ら
北
海
道
農
業
を
守
る
14
の
こ
と



03
中
央
農
業
試
験
場
の
予
察
診
断
グ

ル
ー
プ
で
は
、
北
海
道
の
主
な
作
物
に

虫
や
病
気
が
い
つ
か
ら
ど
の
く
ら
い
出
て

い
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

害
虫
は
毎
年
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
や

黄
色
水
盤
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
を
設
置
し
て

捕
獲
（
写
真
1
〜
3
）。
例
年
に
比
べ
て

発
生
時
期
が
早
い
か
遅
い
か
、
量
が
増

え
た
か
減
っ
た
か
な
ど
調
査
し
ま
す
。

従
来
は
5
月
に
な
っ
て
か
ら
フ
ェ
ロ
モ

ン
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
調
査
初
日
に
虫
が
入
り
、
初
発

が
つ
か
め
な
く
な
る
事
例
が
発
生
し
、

近
年
は
4
月
中
旬
か
ら
調
査
を
始
め
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
害
虫
の
発

生
時
期
は
、
確
実
に
半
月
く
ら
い
早
ま
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、近
年
は
秋
で
も
気
温
が
高
い
た

め
、温
度
で
生
育
が
決
ま
り
、休
眠
し
な

い
コ
ナ
ガ
な
ど
で
は
加
害
期
間
も
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。秋
に
な
っ
て
も
活
発
に
活

動
し
、作
物
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
も
。

防
除
体
系
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。毎
年
決
ま
っ
た
日
程
で
防

除
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
で
は
な
く
、

害
虫
の
種
類
や
発
生
時
期
に
合
わ
せ
て

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。今
後
、極
端
な
高
温
が
続
い
た

場
合
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
害
虫
の
大

発
生
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

も
胸
に
留
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

北海道立総合研究機構 中央農業試験場 病虫部 予察診断グループ

研究主幹　小松 勉さん

気候の変動に伴って、害虫の発生時期が変化してきています。こ
れまで北海道では見られなかった新しい病害も確認されるように
なりました。これまでとは違った対策が求められています。

温暖化で変わる！北海道の病害虫対策

春
先
の
気
温
が

高
い
と
、害
虫
の

発
生
も
早
期
化

なりました。これまでとは違った対策が求められています。

写真 3. 黄色水盤によるアブラムシ
捕獲

写真 2. フェロモントラップにより
捕獲されたコナガ成虫

写真 1. コナガ捕獲のためのフェロ
モントラップ

害虫の発生時期は確実に早くなって
います。秋でも気温が高いため、防
除の期間が長くなります。
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04
ヨトウガ

初夏と盛夏の２回発生し、てん菜や
葉菜類を加害します。葉に産み付け
られた卵塊から幼虫が孵

ふか

化する頃に
薬剤を散布するのが効果的。近年
は発生時期の早期化が確認されて
いるので注意が必要。防除のタイミ
ングを逃さないよう、圃場をよく観
察するとともに、地域の発生予察情
報もこまめにチェックするようにし
ましょう。なお、ヨトウガは日長を
感知して越冬のため休眠する虫です。
秋になると暖かくても休眠蛹になり
ます。

アブラムシ
アブラムシやハダニなどの微小昆虫は発育に
要する期間が短く、春から秋まで何回も世代
を繰り返します。北海道でも暖かくなった影響
で、これまでより１世代程度は増加するものと
推察されています。アブラムシは馬鈴しょやて
ん菜などにウイルス病を媒介する危険もあるた
め、早めの防除が欠かせません。

コナガ
毎年、春の低気圧通過などに伴う南方向
からの気流に乗って北海道に飛来します。
コナガやアブラムシは日長ではなく温度
で生育が決まる虫。暑ければ暑いだけ早
く大きくなり、何回も世代を繰り返しま
す。春の気温が高くなり、加害の始まり
の時期が早まっているだけではなく、秋
も高温が続くせいで畑の野菜が食害を受
けてしまうことも。秋口も防除が必要に
なるかもしれません。

特
に
注
意
が

必
要
な
害
虫

ヨトウガ
初夏と盛夏の２回発生し、てん菜や初夏と盛夏の２回発生し、てん菜や
葉菜類を加害します。葉に産み付け葉菜類を加害します。葉に産み付け
られた卵塊から幼虫がられた卵塊から幼虫が孵

ふか

化する頃に

特
に
注
意
が

必
要
な
害
虫

コナガ幼虫

モモアカアブラムシ

ヨトウガ幼虫

ヨトウガ成虫

コナガ成虫
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北海道病害虫 検索 ➡

05

06

温
暖
化
問
題
を
語
る
時
、
気
温
の
上

昇
だ
け
問
題
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
病

気
に
関
し
て
は
高
温
に
加
え
て
雨
の
影

響
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
気
象
台
の
発

表
に
よ
る
と
、
北
海
道
も
今
後
、
確
実

に
降
水
量
が
増
え
て
い
く
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
短
時
間

に
大
量
の
降
雨
の
場
合
、
圃
場
が
滞
水
。

そ
れ
に
よ
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
疫
病
（
写

真
4
）、
大
豆
や
小
豆
の
茎
疫
病
な
ど
、

病
害
の
出
現
頻
度
が
高
ま
り
ま
す
。
病

温
暖
化
に
伴
い
北
海
道
で
も
サ
ツ
マ
イ

モ
や
落
花
生
、
生
姜
な
ど
、
新
規
作
物

が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
新
規
作
物
の
適
地
に
な
る
こ
と

は
、
新
し
い
病
害
虫
の
発
生
に
も
適
地

に
な
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
病
害
虫

の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

病
気
は
汚
染
さ
れ
た
種
苗
で
持
ち
込

ま
れ
て
畑
に
侵
入
す
る
ほ
か
、
フ
ィ
ル
ム

や
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
つ
い
た
土
か
ら
広
が

る
こ
と
も
。
新
規
作
物
の
種
苗
は
道
外

か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
き
ち
ん
と
管
理
さ

れ
た
施
設
で
育
て
ら
れ
た
も
の
、
信
頼

の
お
け
る
種
苗
生
産
者
の
も
の
を
入
手

し
て
く
だ
さ
い
。
移
植
前
に
は
健
全
か

ど
う
か
を
確
認
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
消

毒
を
し
て
か
ら
移
植
す
る
な
ど
、
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

害
に
対
す
る
抵
抗
性
品
種
を
選
択
し
た

り
、
圃
場
に
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
排

水
対
策
を
徹
底
し
た
り
、
長
期
的
な
観

点
か
ら
対
応
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
温
暖
化
に
伴
う
病
害
虫
の
発
生

増
加
に
よ
っ
て
栽
培
管
理
は
難
し
く
な
る

で
し
ょ
う
。
現
在
、
高
度
化
す
る
栽
培

管
理
に
対
応
し
て
I
C
T
や
A
I
を
活

用
し
効
率
的
な
防
除
が
で
き
る
よ
う
に
、

先
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雨
が
多
く
な
る
と
、

病
気
も
多
く
な
る

新
規
作
物
の

適
地
は
、新
し
い

病
害
虫
に

と
っ
て
も
適
地

写真 4. 圃場の滞水により発生したアスパラガス疫病

病害虫発生予察情報を
有効活用ください

北海道病害虫防除所のHPでは「病害虫
発生予察情報」を毎月更新しています。病
害虫の多発生が予測される場合は、随時、
注意報も発信します。
HPのメール連絡サービスに登録すると、予
察情報の発表時に、直接メールでお知らせ
を送信。見逃すことなく情報を収集できます。

http://www.agri.hro.or.jp/boujosho/
※スマホ未対応のためパソコンからアクセス

してください。

ゲリラ豪雨などで短時
間で圃場に水がたまっ
てしまいます。病害のリ
スクが高まるのでしっ
かりと排水対策を！

しっかりと管理された、信頼で
きる種苗生産者から苗を入手
することが大切です。
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水稲の紋枯病
葉や葉鞘に大きな楕円形の病斑が生じ、白い菌糸が
くもの巣のように張って、下葉から次第に枯れて倒
伏しやすくなります。南方系の病気で高温多湿を好
み、北海道ではほとんど見られませんでしたが、近
年、道南地域を中心に発生を確認。また、空知地
域の圃場で発生している赤色菌核病は紋枯病によく
似た病変をつくる疑似紋枯病として知られています。
いずれも今後、発生地域拡大の恐れがあります。

ウリ類ホモプシス根腐病
これまで北海道にはなかった病害で 2020 年に初め
て確認されました。今のところは空知や上川地域の
メロンときゅうりで発生が見られますが、すいかも
注意が必要です。東北では露地きゅうりに深刻な被
害が出ています。今後、道内での被害が拡大すれば、
北海道農業に与える影響は大きくなるでしょう。温
暖化によって今まで見たことのないような病害がい
きなり発症するリスクも高まっています。

07 注意すべき病害 発生時期の変化や、これま
で北海道では見られなかっ
た病害が確認されています。

秋播き小麦の赤さび病
春の高温傾向により発生が早まり、発生量も多くな
ると考えられています。赤さび病抵抗性 “ 中 ” 以上
の品種では、開花始めに行う赤かび病との同時防除
で対応可能。ただし、主力品種「きたほなみ」は赤
さび病が発生しやすいので注意しましょう。きたほ
なみの場合は、止葉抽出〜穂ばらみ期にかけての薬
剤防除が必須となっています。

てん菜の褐斑病
病原菌への感染で葉に褐色の病斑が発生。多発す
ると根中糖分が著しく減少します。かつては、９月
の防除は不要とされていたものの、近年は 9 月が暖
かくなり遅い時期にも発病、病状が進展します。重
要とされる初発期からの薬剤散布についても、基幹
薬剤の DMI 剤・ＱｏＩ剤・カスガマイシン剤は耐性
菌が出現しているため、9 月以降の糖量低下を防ぐ
には抵抗性に優れた品種の選定も重要です。

本病の特徴である不整形の黒色組織
（偽子座：ぎしざ）
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08

気
温
の
高
い
日
が
続
く
と
、
作
物
に

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
お
よ
び
ま
す
。

特
に
施
設
園
芸
の
作
物
は
「
生
育
の
抑

制
」「
果
実
の
つ
き
が
悪
く
な
る
」「
奇

形
に
な
る
」
な
ど
の
障
害
が
発
生
（
写

真
5
）。
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の
活
動
も
鈍
る

た
め
人
工
授
粉
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

例
え
ば
、
ほ
う
れ
ん
草
は
「
花
芽
の
つ

い
た
花
茎
が
伸
び
る
抽
苔
（
ち
ゅ
う
だ

い
）
が
早
ま
る
」、
花
き
栽
培
は
「
計

画
よ
り
早
く
花
が
咲
く
」「
葉
が
黄
変

す
る
」
な
ど
品
質
の
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。

温
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
害
虫
が
多

発
し
、ハ
ウ
ス
の
側
窓
を
開
け
る
と
虫
が

入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。一
方
で
、防
虫

ネ
ッ
ト
を
す
る
と
風
通
し
が
悪
く
な
る

心
配
も
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
、ハ
ウ
ス
周

辺
の
除
草
な
ど
環
境
整
備
を
徹
底
。発

生
予
察
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認
し
て
、数

が
少
な
い
う
ち
の
防
除
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。特
に
ハ
ダ
ニ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

は
高
温
で
多
発
し
や
す
い
の
で
、早
期
の

発
見
と
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
薬
散
布
に
適
し
て
い
る
の
は
夕
方

の
涼
し
い
時
間
帯
で
す
。
朝
に
散
布
す

る
と
薬
剤
が
乾
か
な
い
う
ち
に
昼
に
向

か
っ
て
温
度
が
上
が
る
の
で
、
薬
害
が
生

じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
付
き
の
自
動
巻
き
上
げ
装
置

（
写
真
8
）
な
ど
省
力
化
技
術
も
上
手

に
活
用
し
て
、
き
め
細
か
な
管
理
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

遮
光
資
材
を
活
用
し
、

高
温
障
害
を
防
ぐ

北海道農政部生産振興局 技術普及課 主査

浅田 洋平さん

強い日差しでトマトやピーマンが日焼けしたり、着果不良になっ
たりと、高温下ではさまざまな障害が起こりがち。真夏の栽培管
理のポイントを紹介します。

夏の高温から作物を守るために

病
害
虫
は

早
期
発
見
と

適
期
防
除

こ
う
し
た
高
温
障
害
を
防
ぐ
に
は
、

太
陽
の
光
を
物
理
的
に
遮
る
遮
光
資
材

が
有
効
で
す
。
ハ
ウ
ス
の
上
に
か
け
る
不

織
布
の
ネ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
（
写
真
6
）
の

ほ
か
、
ハ
ウ
ス
に
吹
き
付
け
る
遮
光
剤
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
曇
天
が
続
く
時
に
遮
光
し
た

ま
ま
だ
と
日
照
不
足
に
な
る
危
険
性
も

あ
り
、
天
気
に
応
じ
た
調
整
が
必
要
で

す
。
風
通
し
を
良
く
す
る
換
気
装
置
、

霧
状
の
水
を
散
布
し
気
化
熱
で
ハ
ウ
ス

内
を
冷
や
す
細
霧
冷
房
や
、
屋
根
散
水

（
写
真
７
）
の
活
用
な
ど
で
農
作
物
を

日
差
し
と
高
温
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

写真 5. ミニトマト裂果 ( 写真左）、トマトのがく枯れ（写真右）

写真 6. 白色の遮光資材写真 7. 屋根散水

写真 8. 自動式フィルム巻き上げ換気装置

高温により発生するさまざまな障害を防ぐに
は太陽の光を遮断。更に、換気を良くするなど
温度を物理的に下げる必要があります。

屋根上に散水チューブを
設置し散水する。遮光資
材を併用すると効果的。
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牛
は
暑
さ
に
弱
く
気
温
が
20
℃
を
超

え
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
気
温
の
高
い
日
は
日
よ
け
や

す
だ
れ
で
直
射
日
光
を
遮
る
と
と
も
に
、

牛
舎
内
の
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
十

分
な
換
気
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
気

温
が
高
く
て
も
風
通
し
が
良
く
な
る
と

牛
の
体
感
温
度
を
下
げ
ら
れ
る
か
ら
で

す
。
牛
舎
全
体
に
空
気
の
流
れ
を
つ
く

る
ト
ン
ネ
ル
換
気
の
ほ
か
、
大
型
扇
風

機
に
よ
る
送
風
、
細
霧
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

気
化
熱
で
の
放
散
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
活
用
し
て
牛
舎
内
温
度
の
上
昇

を
抑
え
ま
し
ょ
う
（
写
真
９
）。

牛
は
暑
さ
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と

食
べ
る
餌
の
量
が
減
り
、
乳
量
や
乳
成

分
が
低
下
し
ま
す
。
肝
機
能
が
弱
り
、

繁
殖
成
績
が
落
ち
る
な
ど
、
悪
影
響
が

長
引
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
悪
の
場
合
、
死
廃
事
故
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
食
べ
る
量
は
減
っ
て
い
な

い
か
、
水
は
足
り
て
い
る
か
と
い
っ
た
牛

の
健
康
状
態
を
日
頃
か
ら
よ
く
観
察
。

体
調
の
変
化
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
早

め
早
め
の
対
策
で
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

11

10

暑
い
日
が
続
く
と
牛
の
免
疫
力
が
低

下
す
る
一
方
で
、
牛
舎
内
は
雑
菌
が
繁

殖
し
や
す
く
、
乳
房
炎
が
増
加
し
ま
す
。

正
し
い
搾
乳
手
順
を
守
り
、
乳
房
・
乳

頭
を
清
潔
に
保
っ
て
病
気
の
発
生
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
症
を
媒
介
す
る
サ
シ
バ
エ
の
大

量
発
生
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
幼
虫

（
ウ
ジ
）
の
段
階
で
退
治
で
き
る
よ
う
、

牛
舎
の
掃
除
や
牛
舎
周
辺
の
草
刈
り
を

念
入
り
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
槽
や
飼
槽
の
汚
れ
に
も
気
を
付
け

て
、
こ
ま
め
な
掃
除
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

（
写
真
10
）。
暑
い
時
期
は
サ
イ
レ
ー
ジ

も
傷
み
や
す
い
の
で
、
空
気
に
触
れ
る
箇

所
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
取
り
出
す
な

ど
、
丁
寧
な
取
り
扱
い
を
心
掛
け
ま
す
。

こ
う
し
た
徹
底
し
た
衛
生
管
理
が
採
食

量
の
低
下
を
防
ぎ
、
牛
を
夏
バ
テ
か
ら

守
り
ま
す
。

北海道農政部生産振興局 技術普及課 総括普及指導員

横山 優さん

牛は寒さよりも暑さに弱い生き物です。夏場は食欲
が低下して体力も落ち、病気になりやすくなります。
暑熱ストレスを少しでも軽減できるよう、快適な環
境づくりに気を配りましょう。

乳牛を暑熱ストレスから守る

衛
生
管
理
と

環
境
整
備
を

念
入
り
に

換
気
を
徹
底
、

快
適
な
牛
舎
へ

写真９. 牛舎内部ファン（左）、トンネル換気（右）写真 10. 水槽

牛が快適に過ごせているかよく観察し、暑
さによるダメージから守りましょう。
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12
本
州
以
南
と
比
べ
涼
し
い
と
い
わ
れ
る

北
海
道
の
夏
で
す
が
、
２
０
１
7
（
平

成
29
）
年
か
ら
は
毎
年
１
０
０
０
人
以

上
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
暑
か
っ
た
昨
年
は
7
〜
９
月
の

間
に
1
8
0
0
人
弱
が
救
急
車
で
運

ば
れ
ま
し
た
（
図
2
）。

消
防
庁
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
熱
中

症
で
の
救
急
搬
送
が
多
い
時
期
は
７
〜

8
月
の
盛
夏
で
す
が
、
春
先
や
秋
口
に

も
体
調
を
崩
す
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
救
急
搬
送
者
を
年
齢
別
に

見
る
と
、
半
分
以
上
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
熱
中
症
の
発
生
数
に
は
気

候
変
動
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
化
な
ど

の
社
会
的
な
要
因
も
大
き
く
関
係
し
て

い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
農
業
の
生
産

現
場
も
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

自
分
は
大
丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
予
防
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

北海道環境生活部ゼロカーボン推進局 気候変動対策課

気候変動適応係 主任　高橋 優也さん

地球温暖化への対策として温室効果ガス排出量を抑制する「緩和」
とともに、温暖化の影響を軽減する「適応」が重要です。熱中症
に気を付けながらゼロカーボンに向けた取り組みも行いましょう。

温暖化で高まる熱中症のリスクに備える

熱
中
症
の
救
急
搬
送
、

北
海
道
で
も
1
8
０
０
人
弱

0

500

1,000

1,500

2,000
単位（人）

■7月  ■ 8月  ■ 9月

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
図 2. 北海道における熱中症による緊急搬送状況（2008 〜 2021 年）（７〜９月）　

出典：総務省消防庁「熱中症情報」のデータを集計

農作業中の熱中症対策チェック

□ 計画的に作業しましょう!
日中の気温が高い時間帯の屋外作業は極力避けましょう。どう
しても必要な場合は帽子をかぶり、作業時間を短くしましょう。

□ 水分・塩分補給の時間をとりましょう!
のどが渇いていなくても、20 分おきに休憩し、毎回コップ 1
～2杯以上を目安に水分補給をしましょう。

□ なるべく2人以上で作業しましょう!
なるべく2人以上で作業し、時間を決めて声をかけあったり異
常がないか確認し合うようにしましょう。

□ ビニールハウスや畜舎も注意 !
炎天下ではない施設内も、高温多湿ならリスク大。風通しをよ
くするなどの対策をしましょう。

熱中症対策ブック（環境省）より抜粋

安全確認のためにマメに連絡を
取り合うなど、しっかり対策をしま
しょう。万が 一 に備えて緊急連絡
先を登録した携帯電話を持って作
業しましょう！

北海道でも近年、多くの人が熱中
症で搬送。農作業に集中してしま
い、知らず知らずのうちに熱中症に
なってしまうケースも。特に高齢者
の方は暑さやのどの渇きを感じに
くいため、注意が必要です。
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農林水産省のHPには
ヒントがいっぱい !

熱中症警戒アラートをスマホでチェック
暑さ指数（WBGT）が高くなりそうな日に発出される「熱
中症警戒アラート」。農林水産省のMAFFアプリから登
録すると、お住まいの地域のアラートが直接スマホへ通知
されます。注意喚起に活用ください。

https://www.maff.go.jp/j/press/seisan/sizai/attach/
pdf/210520-5.pdf

農林水産業における熱中症対策アイテム集
冷却グッズや応急処置のセットなど熱中症の防止に役立つ
アイテムを集め、農林水産省がカタログにまとめています。
手頃な価格で試せるアイテムも多数紹介されており、イン
ターネットで購入できるものもあります。

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/sagyou_anzen/
attach/pdf/catalog-26.pdf

農作業時の熱中症予防へのチェックシート
熱中症を防ぐために注意すべきポイントを４項目のチェック
シートにまとめてあります。従業員やパートの方とも共有し、
みんなで声をかけあって熱中症を予防しましょう。

https://www.maff.go.jp/j/
seisan/sien/sizai/s_kikaika/
anzen/attach/pdf/index-35.
pdf
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天
気
予
報
で
は
真
夏
日
や
猛
暑
日
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
は
気
温
だ
け
で
判
断
で
き
ま
せ

ん
。
気
温
が
低
く
て
も
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
日
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
気
温
に
湿
度

や
輻ふ
く
し
ゃ
ね
つ

射
熱
を
組
み
合
わ
せ
た
暑
さ
指
数

（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
を
用
い
て
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
温
多
湿
な
ハ
ウ
ス
内
や
炎
天
下
の

畑
作
業
は
な
る
べ
く
早
朝
や
夕
方
に
行

将
来
の
気
候
が
ど
う
な
る
の
か
は
、

今
後
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
ど
の

程
度
実
行
で
き
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
た
と
え
対
策
を
強

化
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
気
温
が

上
昇
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
熱
中
症
の
リ
ス
ク
は
今
後

も
高
ま
る
こ
と
を
前
提
に
適
応
策
を
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
道
内
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い

う
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
取
り

組
み
を
北
海
道
で
は
推
進
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
も
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ク

タ
ー
の
E
V
化
、
雪
氷
冷
熱
に
よ
る
納

屋
や
貯
蔵
庫
の
省
エ
ネ
、太
陽
光・風
力・

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
持
続
可
能
な
農
業

の
た
め
に
も
一
人
ひ
と
り
が
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

気
温
だ
け
で
は

リ
ス
ク
を
判
断
で
き
な
い

温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、

農
業
者
が
で
き
る
こ
と

う
、
こ
ま
め
に
休
憩
し
水
分
を
補
給
す

る
、
屋
外
で
は
帽
子
や
通
気
性
の
良
い

衣
服
を
身
に
付
け
る
、
一
人
の
作
業
を

極
力
避
け
る
な
ど
、
基
本
的
な
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

熱中症の危険がある
ときは水分を補給！
水分はお茶や水で補
給するよりも適度な
塩分の入った飲料が
おすすめです。
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特
集
■
温
暖
化
か
ら
北
海
道
農
業
を
守
る
14
の
こ
と



北農 5 連 JA 営農サポート協議会は、
2022 年度から人材派遣会社や旅行会
社などの企業 4 社と人手不足解消に向
けた人材提供の取り組みを始めました。
ここでは、パートナー企業 4 社の特徴
や雇用形態、依頼方法についてお伝え
します。

農業労働力支援
スタート

パートナー企業との
業務提携による

写真提供：川村恵司 / PIXTA( ピクスタ )
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パートナー企業 4社の強みと
特徴を理解しましょう

北
農
5
連
（
J
A
北
海
道
信
連
・

J
A
共
済
連
北
海
道
・
J
A
北
海
道
厚

生
連・J
A
北
海
道
中
央
会・ホ
ク
レ
ン
）

で
構
成
す
る
、
北
農
5
連
J
A
営
農
サ

ポ
ー
ト
協
議
会
は
、
農
業
現
場
の
労
働

力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
2
0
1
9

年
度
か
ら
3
カ
年
に
わ
た
り
北
農
5
連

J
A
営
農
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
、

J
A
等
に
よ
る
人
材
確
保
の
取
り
組
み

を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
、
新
た
な
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
お
け
る
農
業
労
働
力
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

4
社
と
生
産
現
場
で
の
人
材
確
保
や
人

材
提
供
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
、
株
式
会
社

J
T
B
、
鎌
倉
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
株

式
会
社
、
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社
、

Y
U
I
M
E
株
式
会
社
の
4
社
。
労

働
力
分
野
で
は
、
人
材
確
保
と
人
材
供

給
に
実
績
が
あ
る
、
ま
た
は
実
績
が
見

込
ま
れ
る
有
望
な
企
業
で
あ
り
、
北
海

道
農
業
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
力
を
発

揮
し
て
も
ら
え
る
、
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
（
表
1
）。

農業労働力支援
スタート

パートナー企業との
業務提携による

表1. パートナー企業の概要

企業名 概　要

株式会社 JTB ※ 1

2021 年からホテルや旅館関連事業者の従業員を中心に請負に
よる農作業支援を全国展開している。道内では、後志管内で
延べ 63 人が施設園芸で農作業請負を実施。JA 全農との連携
協定を締結している。

鎌倉インダストリーズ株式会社
（Kamakura Industries）

1 日単位のバイトアプリ「daywork」を運営。※ 2

生産現場のニーズに応じた柔軟な対応により、道内 50JA 以上が導入。
農業分野で副業を希望する人材の掘り起こしや多様な働き方に貢献。

キャリアバンク株式会社

日本人の派遣・職業紹介、特定技能外国人の直接雇用支援・
紹介を中心に幅広い事業を展開。SATO グループ（行政書士
法人及び社会保険労務士法人）と連携した円滑な人材受入支
援体制が特徴。

YUIME 株式会社
特定技能外国人による農業分野に特化した人材派遣を展開し、
道内では計 200 〜 300 人の派遣実績。全国各地の繁忙期に
合わせた日本人および外国人材の派遣が特徴。

※ 1. 株式会社 JTB の取り組み
は ア グ リ ポ ー ト VOL.33
に掲載しています。

※ 2. 1日バイトアプリ
 「daywork」の HP
 https://day.work/
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パートナー企業による
雇用形態の違い

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
よ
っ
て
雇
用
形
態

は
違
い
ま
す
（
表
2
）。
雇
用
形
態
に
よ

り
、
労
働
者
と
の
関
係
が
変
わ
る
の
で

注
意
が
必
要
。
雇
用
形
態
に
は
「
直
接

雇
用
」「
派
遣
」「
請
負
」
の
三
つ
の

形
式
が
あ
り
ま
す
（
図
1
）。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
理
解
し
た
上
で
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
か
ら
の
人
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

表2. パートナー企業が提供できる人材（イメージ）

図1. 雇用形態の違い

直接雇用 派遣・請負

日本人

外国人

鎌倉インダストリーズ株式会社 JTB

YUIME 株式会社キャリアバンク
株式会社

直接雇用

作業の指示
・命令

雇用契約

人材募集・登録支援（外国人）

労働者 生産者・JA
パートナー企業
（キャリアバンク）●発注者

●雇用主

派　遣

作業の指示
・命令

労働者 生産者・JA

人材募集・雇用契約

パートナー企業
（YUIME）

派遣契約

●派遣先

請　負
労働者 生産者・JA

人材募集・雇用契約

パートナー企業
（JTB）

請負契約

作業の
指示・命令
は不可

●発注者

直接雇用

daywork
アプリの利用

作業の指示
・命令

雇用契約

dayworkアプリで人材募集

労働者 生産者・JA
パートナー企業

（鎌倉インダストリーズ）●発注者
●雇用主●雇用主は生産者または JA

（発注者）

●雇用主は生産者または JA
（発注者）

●雇用主は派遣会社
　（労働者は派遣会社の社員）
●派遣先が労働者に指示命令

●請負は労働の結果としての
仕事の完成を目的とするもの

●雇用主は請負会社
●発注者は請負労働者に指示

命令しない（二重請負）
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農業労働力支援
スタート

パートナー企業との
業務提携による 依頼する際に

覚えておきたい手順と要件

図2. 取り進めイメージ

新
た
に
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
か
ら
労
働

力
提
供
を
希
望
す
る
J
A
は
、情
報
（
必

要
と
す
る
人
材
、
人
数
、
時
期
、
作
業

内
容
な
ど
）
を
ホ
ク
レ
ン
支
所
営
農
支

援
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
強

み
が
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
は
知
っ
て
く
だ

さ
い
。

J
T
B
は
依
頼
主（
生
産
者
・
J
A
）

か
ら
作
業
を
請
け
負
い
完
成
さ
せ
る
の

取
り
進
め
ポ
イ
ン
ト
①

連
携
相
談

で
依
頼
主
は
別
の
作
業
が
で
き
ま
す
。

鎌
倉
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
「
d
a
y
w
o
r
k
」
は
生

産
者
が
直
接
求
人
募
集
を
行
う
こ
と
で

1
日
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

迅
速
に
募
集
で
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
は
日
本
人
の
人
材
派

遣
・紹
介
に
加
え
、特
定
技
能
外
国
人
の

人
材
が
雇
用
主
（
生
産
者
・J
A
）の
も

と
で
働
く
た
め
の
生
活
支
援
や
行
政
手

続
き
等
を
雇
用
主
に
代
わ
っ
て
行
い
ま
す

（
登
録
支
援
）。特
定
技
能
外
国
人
は
一

時
帰
国
し
た
場
合
で
も
、計
5
年
間
日

本
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Y
U
I
M
E
は
、
社
員
採
用
し
た

人
材（
特
定
技
能
外
国
人
、日
本
人
）を
、

地
域
に
よ
る
繁
閑
期
の
違
い
を
利
用
す

る
な
ど
し
て
全
国
か
ら
派
遣
で
き
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
、
生
産
現
場
に

合
う
人
材
を
探
す
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

そ
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め

る
か
に
よ
っ
て
、
募
集
人
材
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
募
集
の
際
に
は
、
生

産
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

調
整
を
し
ま
す
の
で
、
必
要
と
す
る
人

材
、
人
数
、
時
期
、
作
業
内
容
を
明
確

に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

生
産
者・J
A
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

①
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
す

生
産
者・J
A
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

②
必
要
と
す
る
人
材
、人
数
、時
期
、

作
業
内
容
を
明
確
に
す
る

औ
Γ
ਐ
Ί
ϙ
Π
ϯ
τ
ᶃ

取り進めポイント②

生産者 JA

労働力に
関する相談

औ
Γ
ਐ
Ί
ϙ
Π
ϯ
τ
ᶃ

北農5連JA
営農サポート
協議会

（担当 ホクレン）

パートナー
企業

取り進めポイント③

ホ
ク
レ
ン
は
、
J
A
の
希
望
に
沿
う

よ
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
含
め
た
関

係
者
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
、
J
A
が
希
望

す
る
情
報
を
基
に
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

J
A
・
ホ
ク
レ
ン
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
連
携
し
、
追
加
確
認
や
打
ち
合
わ

せ
な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

J
A（
直
接
雇
用
の
場
合
は
生
産
者
）

と
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
合
意
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
が
人
材
確
保
、
人
材
供
給
、

農
作
業
請
負
を
行
い
ま
す
。

取
り
進
め
ポ
イ
ン
ト
②

人
材
確
保・人
材
供
給・農
作
業
請
負

に
つ
い
て
協
議・検
討・取
り
進
め

取
り
進
め
ポ
イ
ン
ト
③

人
材
確
保・人
材
供
給・農
作
業
請
負
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知
内
管
内
で
は
、
現
在
69
戸
の
生
産

者
が
ニ
ラ
を
基
幹
作
物
と
し
て
ほ
ぼ
通

年
栽
培
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
に
Ｊ

Ａ
新
は
こ
だ
て
知
内
基
幹
支
店
が
共
選

施
設
を
つ
く
り
ま
し
た
。

各
生
産
者
は
共
選
施
設
に
持
ち
込
む

前
に
、
ニ
ラ
の
下
葉
や
収
穫
時
に
付
着

し
た
土
を
除
去
す
る
「
そ
ぐ
り
」
と
呼

ば
れ
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現

在
は
空
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
長
時
間
の
作
業
が

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
３
〜
４
月
の

水
稲
育
苗
、
移
植
の
準
備
時
期
は
作
業

時
期
が
重
な
り
、
本
来
収
穫
で
き
る
は

ず
の
ニ
ラ
を
捨
て
刈
り
し
廃
棄
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
そ
ぐ
り
」
を
省
力
化
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り

機
の
実
用
性
評
価
試
験
を
、
知
内
基
幹

支
店
の
共
選
施
設
に
て
行
い
ま
し
た（
写

真
１・２
）。

2
月
に
水
を
使
う
こ
と
で
凍
結
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
冬
期
間
の
試
験
運

転
で
も
循
環
タ
ン
ク
内
の
凍
結
な
ど
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

10
㎏
当
た
り
の
作
業
時
間
で
比
較
す
る

ニ
ラ
の
出
荷
前
処
理
が
負
担
に

水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
の

実
用
性
を
確
認

対象：JA 新はこだて（知内基幹支店）

取り組み：

実施年度：
2020 〜 2021 年度

ニラの効率的処理による作業省力化体系の構築

●水圧式ニラそぐり機の実用性および効果を検証
●水圧式ニラそぐり機を用いたニラ製品輸送時の品質を確認

写真1. 試験導入した水圧式ニラそぐり機　

カテゴリー：
実証試験

実施：函館支所営農支援室

POINT
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写真 2. 空圧式ニラそぐり機
一度に 10 束程度をつかみ、圧縮空気により
下葉、土を取り除く。

「ニラそぐり機」の動画は、YouTube 
内の「ホクレンアグリポートチャン
ネル」でご覧いただけます。

と
、空
圧
式
は
作
業
員
1
名
で
28
分
だ
っ

た
の
に
対
し
、
水
圧
式
は
作
業
員
2
名

で
９
分
ま
で
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

も
捨
て
刈
り
量
を
減
ら
せ
る
作
業
速
度

と
感
じ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

経
費
の
比
較
で
は
、
年
間
40
t
の
ニ

ラ
を
そ
ぐ
り
処
理
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、
空
圧
式
に
対
し
て
水
圧
式
は
電
気

料
金
削
減
に
よ
り
、
55
万
円
程
度
の
コ

ス
ト
が
削
減
可
能
と
の
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
（
表
２
）。

ニ
ラ
製
品
の
微
生
物
検
査
の
結
果
で

は
、水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を
使
用
し
て

も
、空
圧
式
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
の
使

用
で
ニ
ラ
製
品
に
水
が
付
着
し
、
夏
期

輸
送
時
は
微
生
物
増
殖
に
よ
る
品
質
低

化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
輸
送
試
験

の
結
果
か
ら
は
腐
敗
の
程
度
に
有
意
差

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
３
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
水
圧

式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
使
用
に
問
題
は
な
く
、

大
幅
な
省
力
化
並
び
に
収
穫
量
の
増
加

が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を

生
産
者
の
作
業
場
に
試
験
導
入
し
て
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
や
動
線
な
ど
を
確
認
し
、

総
合
的
な
省
力
化
効
果
を
評
価
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
道
外
販
売
を
見
据
え

た
輸
送
試
験
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

水
圧
式
活
用
時
の
ニ
ラ
の

品
質
保
持
を
調
査

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

処理方式
年間 40t 処理にかかる費用

電気料金（円） 水道料金（円） 合計（円）

空圧式 674,898 - 674,898

水圧式 96,924 29,676 126,600

空圧式との差額（円） ▲ 548,298

表2. ニラそぐり機におけるランニングコスト

表1. 空圧・水圧式ニラそぐり機を使用した処理時間
比較

処理方式 作業員数 処理時間 ( 分）

空圧式 1 名 28

水圧式 2 名 9

図３．輸送試験におけるニラの腐敗の評価
（20 束の平均値：ホクレン食品流通研究課調べ）
※腐敗の評価基準  0 点：腐敗なし、1 点：ごく軽度の腐敗

  2 点：腐敗、3 点：重度の腐敗

腐
敗
の
評
価（
点
）

（不良）

（良） 出荷前（8/5） 着荷後（8/7） 棚持後（8/11）
0

1

2

3
■空圧式
■水圧式

0.0 0.0

0.4

0.0

1.3 1.1
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Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
は
、
約
90
戸
の
生

産
者
が
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
お
り
、
作

業
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド
®
み

ど
り
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ（
以
下
み
ど
り
ボ
ッ

ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）」
に
着
目
（
写
真
１
）。

ハ
ウ
ス
内
環
境
デ
ー
タ
を
遠
隔
監
視
で

見
え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
る
作
業
負
担

の
軽
減
と
、
適
切
な
栽
培
管
理
の
実
用

性
を
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
生

産
者
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
都

度
変
化
す
る
栽
培
環
境
を
互
い
に
確
認

し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な
栽
培
管
理
と

生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
標

と
し
ま
し
た
。

実
用
性
の
評
価
は
蘭
越
町
の
ト
マ
ト

（
品
種
：
桃
太
郎
サ
ニ
ー
）栽
培
ハ
ウ
ス

1
棟
で
行
い
ま
し
た
。２
０
２
０
年
４
月

に
環
境
測
定
の
心
臓
部
で
あ
る「
み
ど
り

ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」の
操
作
方
法
を
説
明

し
（
写
真
２
）、５
月
上
旬
に
設
置
。そ
の

後
５
〜
10
月
に
、環
境
デ
ー
タ
（
温
度
、

湿
度
、
日
射
量
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、

土
壌
水
分
）
を
生
産
者
と
確
認
し
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

実
証

シ
ス
テ
ム
の
設
置
お
よ
び
現
地
視
察

対象：JA ようてい

協力関係機関：後志農業改良普及センター

取り組み：

実施年度：
2020 年度

トマト栽培における環境モニタリングシステムの
実用性確認と情報共有

写真1. 機器設置状況（5 月）
※みどりボックス PRO の概要
ハウスにセンサーと通信機能を備えたボックスを設置。そのボックスか
らセンサーが収集したデータがクラウドに送られ蓄積されるシステム

写真2. みどりボックスPRO 機器説明（4 月）　

カテゴリー：
生産振興

実施：倶知安支所営農支援室

●トマトの栽培環境を遠隔地からも把握可能に
●栽培環境データの共有で栽培管理技術の向上へ

POINT
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た
栽
培
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
関

係
機
関
が
集
ま
り
現
地
視
察
研
修
を
実

施
（
写
真
３
）。
収
穫
後
、
栽
培
環
境

デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
12
月
に
は
ト
マ
ト
生

産
組
合
な
ど
で
紹
介
し
ま
し
た
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
遠

隔
地
か
ら
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
環
境

デ
ー
タ
が
確
認
で
き
ま
す
（
図
1
）。
特

に
土
壌
水
分
に
つ
い
て
は
、
30
％
を
目
安

に
適
切
な
水
管
理
作
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
他
の
生

産
者
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
デ
ー
タ
が
閲
覧
で

き
る
の
で
、
環
境
の
違
い
を
参
考
に
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
生
産
者
か
ら
は「
今

年
度
の
収
量
は
、
天
候
が
良
か
っ
た
影

図1. タブレットを活用しハウスの中の環境モニ
タリングデータをチェックできる

響
が
大
き
い
も
の
の
、
10
a
当
た
り
８

〜
９
ｔ
と
昨
年
よ
り
プ
ラ
ス
１
ｔ
程
度
採

れ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
い
て
、
環

境
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
で
地
域
の

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
ト
マ
ト
生
産
組
合

の
研
修
な
ど
で
取
り
組
み
事
例
と
し
て

紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
活
用

今
後
の
普
及
に
向
け
て

写真3. 現地視察研修（8 月）

図2. 土壌水分データ（2020 年7 月10 日分を抜粋）
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老舗メーカーが作る
常備乾麺の決定版！

株式会社マルナカ
ホクレン　北海道産小麦「きたほなみ」使用　乾麺シリーズ

北海道産小麦の中でも製麺適性の高い品種「き
たほなみ」。そのおいしさを引き出す老舗メー
カー、マルナカの乾麺シリーズは四季を通じて
道民定番の味。台所になくてはならない存在です。

ホクレン 北海道産小麦「きたほなみ」使用
（株式会社マルナカ製造）
ひやむぎ  内容量 230g
うどん  　内容量 230g
そうめん  内容量 220g
希望小売価格　各 100 円（税込み）

道 産 品 の カ タ チ

VOL.13

パスタ風レシピで楽しむなど、
乾麺を使った新しいレシピが
同社のホームページで紹介さ
れています。
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台
所
の
頼
も
し
い
常
備
食
材
、
乾
麺

を
作
り
続
け
て
89
年
。
創
業
者
の
村
上

禮れ
い
き
ち吉

氏
が
1
9
3
3
年
に
「
中
瀬
」

姓
の
奉
公
先
か
ら
屋
号
ご
と
事
業
を
譲

り
受
け
て
開
業
し
た
「
マ
ル
ナ
カ
」
は
、

現
在
三
代
目
社
長
に
村
上
和
吉
さ
ん
が

就
任
。
江
別
市
の
本
社
工
場
か
ら
日
々
、

ホ
ク
レ
ン
や
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

「
乾
麺
と
い
う
商
品
の
特
性
上
、
お
い
し

さ
の
秘
訣
は
製
粉
会
社
か
ら
届
い
た
小

麦
に
塩
水
を
配
合
し
て
練
っ
た
後
の
乾

燥
工
程
に
あ
り
ま
す
。
当
社
の
場
合
、

乾
燥
は
四
段
階
。
最
初
の
〈
足
ど
め
乾

燥
〉
で
麺め
ん
き
じ

生
地
に
含
ま
れ
た
表
面
上
の

水
分
を
一
気
に
抜
き
ま
す
。
そ
こ
で
余

計
な
水
分
が
残
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後

の
工
程
の
中
で
麺
が
徐
々
に
下
に
伸
び
、

太
さ
に
バ
ラ
つ
き
が
出
て
し
ま
い
ま
す
」

と
村
上
社
長
が
そ
の
こ
だ
わ
り
を
解
説

し
て
く
れ
ま
し
た
。

続
く
〈
予
備
乾
燥
〉〈
本
乾
燥
〉
を

経
て
〈
仕
上
げ
乾
燥
〉
が
終
わ
っ
た
後

も
す
ぐ
に
梱
包
・
出
荷
せ
ず
、
一
日
以

上
寝
か
せ
て
状
態
を
見
守
る
の
も
マ
ル
ナ

カ
流
。
細
心
の
品
質
チ
ェッ
ク
を
欠
か
さ

て
製
麺
適
性
が
高
い
。
我
々
乾
麺
メ
ー

カ
ー
に
と
っ
て
、
北
海
道
産
小
麦
の
決

定
版
の
よ
う
な
も
の
。
き
れ
い
な
黄
色

み
が
か
っ
た
見
た
目
も
良
く
、
歯
切
れ

も
抜
群
。
何
よ
り
麺
を
口
に
入
れ
た
時

の
滑
り
が
良
く
て
、
申
し
分
の
な
い
お
い

し
さ
で
す
」

北
海
道
産
小
麦
の
主
力
品
種
の
変
遷

を
受
け
入
れ
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
マ
ル
ナ

カ
の
89
年
は
、
生
産
者
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
道
の
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
国

産
小
麦
と
い
え
ば
北
海
道
の
『
き
た
ほ

な
み
』、
そ
う
い
わ
れ
る
日
が
待
ち
遠
し

い
で
す
よ
ね
」。
村
上
社
長
の
夢
は
生

産
者
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。
小
麦
を
介

し
た
作
り
手
た
ち
の
二
人
三
脚
は
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

株式会社マルナカ 
代表取締役　村上 和吉さん
家業を継いで2002年に株式会社マルナカ
代表取締役に就任。長さ36センチの長い麺
シリーズや方言を使った「ぺったらこいうど
ん」等の新製品を送り出すアイデアマンで
もある。

な
い
同
社
の
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

主
力
商
品
の
う
ど
ん
の
ほ
か
に
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
出
番
が
多
く
な
る
そ

う
め
ん
や
ひ
や
む
ぎ
も
取
り
そ
ろ
え
、

麺
の
種
類
ご
と
に
製
粉
条
件
や
練
り
方

を
変
え
て
、
ベ
ス
ト
な
お
い
し
さ
を
追
求

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
同
社
の
主
原
料
は
、
北
海
道

産
小
麦
の
「
き
た
ほ
な
み
」。
歴
代
の

道
産
小
麦
の
特
長
を
知
り
尽
く
す
村
上

社
長
が
太
鼓
判
を
押
す
品
種
で
す
。

「
北
海
道
産
小
麦
の
転
換
期
を
作
っ
た
の

は
チ
ホ
ク
コ
ム
ギ
で
す
が
、
そ
の
後
の
ホ

ク
シ
ン
を
経
て
２
０
０
６
年
に
誕
生
し
た

『
き
た
ほ
な
み
』
は
水
な
じ
み
が
良
く

1ミキサー室で小麦粉と塩水を混ぜ、2熟成した生地を延ばして麺帯に。この後は3商品別に異なる太さにカットされ、4段階の乾
燥工程へと進んでいく。「常に安定した品質で商品を送り出すのが当社の使命。これからの季節が本番です！」（村上社長）

乾
麺
一
筋
も
う
す
ぐ
90
年

味
も
滑
り
も
申
し
分
な
し
！

株式会社マルナカ HP
http://marunaka.org/

321
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道総研 花 ･ 野菜技術センター 研究部 花き野菜グループ 研究職員　漆畑 裕次郎

POINT

養液栽培システム「うぃずOne」を用いたトマトの2本仕立て栽培法

●大玉トマトを養液栽培する時は、2本仕立て法により収量を維持しながら
低コスト・省力化が期待できます。

栽培

図１．仕立て法と品種による収量性の違い（2021年）

○：播種　◎：鉢上げ　★：苗の摘心　●：定植　■：収穫

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

1本仕立て ◯ ● ◎ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

2本仕立て ● ● ◯ ● ◎ ★ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

養
液
栽
培
は
塩
類
集
積
や
土
壌
病
害

の
危
険
性
が
低
く
、
栽
培
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
や
す
い
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
反

面
、多
大
な
導
入
コ
ス
ト
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
J
A
全
農
が
、
設
置
と
撤
去
が

容
易
で
水
稲
育
苗
後
な
ど
の
遊
休
ハ
ウ

ス
を
有
効
活
用
で
き
る
安
価
な
養
液
栽

培
シ
ス
テ
ム
「
う
ぃ
ず
O
n
e
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

製
の
栽
培
槽
を
用
い
た
簡
便
な
シ
ス
テ
ム

で
、
2
0
1
3
年
の
本
格
販
売
以
来
、

道
内
で
も
大
玉
ト
マ
ト
栽
培
な
ど
で
導

表 1. 作型表

入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

道
総
研
は
こ
れ
ま
で
に
、「
う
ぃ
ず

O
n
e
」
を
用
い
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
2
本

仕
立
て
栽
培
法
を
検
討
し
、
定
植
苗
と

栽
培
槽
が
１
本
仕
立
て
の
半
分
で
済
み
、

8
割
程
度
の
収
量
を
確
保
で
き
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

今
回
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
同
様
の
低
コ
ス

ト
・
省
力
化
を
目
指
し
、
大
玉
ト
マ
ト

を
対
象
に
2
本
仕
立
て
の
試
験
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
道
内
の
大
玉
ト
マ
ト

栽
培
で
は
気
温
が
低
下
す
る
お
盆
以
降

に
裂
果
の
発
生
が
多
く
、
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
裂
果
耐
性
品
種
も

あ
わ
せ
て
検
討
し
ま
し
た
。

仕
立
て
法
と
収
量
性
の
関
係
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
品
種
で
も
、
2

本
仕
立
て
は
1
本
仕
立
て
と
同
等
以
上

の
収
量
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

尻
腐
果
の
発
生
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
尻
腐
果
は
草
勢
が
強
い
と
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
が
、
2
本
仕
立
て
は

1
本
仕
立
て
に
比
べ
草
勢
が
お
と
な
し

い
た
め
、
少
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す

（
図
1
）。

良
果
収
量
を
品
種
別
に
見
る
と
、「
麗

月
」
で
は
、
10
月
以
降
の
裂
果
の
発
生

が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
高
収
量
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
特
性
は
、
水
稲
育
苗

後
の
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
夏
秋
ど
り
栽

培
に
と
て
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
な
お
、「
麗
月
」
は
総
収
量
が
多

い
た
め
、
小
果
、
乱
形
果
な
ど
が
多
か
っ

た
も
の
の
、
発
生
率
で
は
他
品
種
と
大

き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
育
苗
段
階
で
主
茎
を
摘
心

し
、
第
1
節
側
枝
と
第
2
節
側
枝
を
伸

2
本
仕
立
て
法
と
品
種
の
選
定
で

低
コ
ス
ト
で
高
い
収
量
を
実
現

2
本
仕
立
て
法
の
播
種
時
期
と

給
液
量

0

5

10

15

20

収
量（
ｔ
／
10
ａ
）

■ 良果  ■ 尻腐果  ■ 裂果  ■ 小果  ■ 乱形果・花落ち大など

1本仕立て
CF桃太郎ファイト 桃太郎ワンダー 麗月

2本仕立て 1本仕立て 2本仕立て 1本仕立て 2本仕立て
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表2. 「うぃずOne」導入費用（単年当たり、単位：千円/10a）

図2. 1本仕立てと2本仕立ての模式図

表3. 給液管理の設定

ば
す
2
本
仕
立
て
栽
培
法
で
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
側
枝
を
伸
ば

す
の
に
1
週
間
ほ
ど
育
苗
期
間
を
長
く

す
る
た
め
、
1
本
仕
立
て
よ
り
も
播
種

を
1
週
間
程
度
早
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
表
1
）。

ま
た
、
2
本
仕
立
て
の
栽
植
密
度
は

1
本
仕
立
て
の
半
分
と
な
る
た
め
（
図

2
）、
苗
や
栽
培
槽
、
潅
水
資
材
な
ど

の
数
も
半
分
に
減
る
こ
と
か
ら
、
初
年

度
の
導
入
費
用
を
4
割
程
度
削
減
で
き

ま
し
た
（
表
2
）。

な
お
、
2
本
仕
立
て
の
1
株
当
た
り

の
給
液
量
は
１
本
仕
立
て
の
2
倍
量
で

す
が
（
表
3
）、
栽
植
密
度
が
半
分
な

の
で
、
面
積
当
た
り
に
換
算
し
た
時
の

給
液
量
は
1
本
仕
立
て
と
同
じ
で
す
。

2
本
仕
立
て
は
、
1
本
仕
立
て
と
同

等
以
上
の
収
量
を
確
保
で
き
る
う
え
に

導
入
コ
ス
ト
を
大
き
く
削
減
で
き
、
大

玉
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に
お
い
て
有
効
な

栽
培
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
低
コ
ス
ト
・

省
力
化
技
術
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

写真 1. 「うぃず One」に定植した後
のトマト

大
玉
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に
活
用
を

項目 購入機材・資材
1 本仕立て 2 本仕立て

数量 金額 数量 金額

給液
システム

液肥混入装置
栽培槽
潅水資材等

１式
1,500 個
1,500 個

269
735
450

1 式
750 個
750 個

269
368
225

培土・肥料
軽量セルエース
鹿沼土
肥料

750 袋
250 袋

49 袋

825
175
217

375 袋
125 袋

49 袋

413
88

217

合　計 2,671 1,580

生育ステージ 定植〜
第 2 果房

開花〜
第 3 果房

開花〜
収穫

始め〜
収穫

中期〜
摘心〜
終了

全期間合計

想定日数（日） 15 10 25 20 25 25 120（日）

日給液量
（ml/ 株 / 日）

１本仕立て 500 1,000 2,100 2,133 1,633 1,067 180（L/ 株）

２本仕立て 1,000 2,000 4,200 4,266 3,266 2,134 360（L/ 株 )

機器設定値
給液間隔（時間） 2 時間ごと 2 時間ごと 1 時間ごと 1 時間ごと 1 時間ごと 1 時間ごと -

液肥原液混入率（％） 0.6 0.8 1.1 1.0 0.6 0.6 -

1 本仕立て

2 本仕立て

80cm

40cm

Profile：漆畑 裕次郎さん
静岡県出身。北海道大学環境科学院修了。上川農業
試験場勤務を経て 2020 年より現職。
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私
た
ち
は
、
2
0
1
7
年
に
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
情
報
か
ら
道
内
黒
毛
和
牛
の
産
肉

能
力
を
早
期
に
評
価
す
る
技
術
（
ゲ
ノ

ム
育
種
価
）
を
開
発
し
ま
し
た
。「
ゲ

ノ
ム
育
種
価
」
は
、
毛
根
な
ど
か
ら
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
チ
ッ
プ
と
呼
ば

道総研 畜産試験場 肉牛研究部 肉牛グループ 研究主任　鹿島 聖志

POINT

ＤＮＡを利用した道内黒毛和牛の能力診断システム

●能力を知りたい牛のＤＮＡサンプル（毛根など）を送付することで、「北海道ゲノム育種価」
の提供を受けることができます。

畜産

「
ゲ
ノ
ム
育
種
価
」と
は

れ
る
ツ
ー
ル
を
用
い
て
解
析
、
得
ら
れ
る

数
万
カ
所
の
遺
伝
子
型
デ
ー
タ
を
使
っ

て
評
価
し
た
能
力
の
値
で
す
。
分
娩
、

肥
育
さ
れ
た
産
子
の
枝
肉
成
績
か
ら
能

力
評
価
す
る
場
合
に
比
べ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ

れ
ば
評
価
で
き
る
の
で
、
早
け
れ
ば
生

後
数
カ
月
で
能
力
が
分
か
り
ま
す
（
図

1
）。

今
回
、
道
内
生
産
者
や
道
内
種
雄
牛

造
成
機
関
が
、
能
力
を
知
り
た
い
牛
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
を
送
付
す
る
こ
と
で
、

ゲ
ノ
ム
育
種
価
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る

「
北
海
道
ゲ
ノ
ム
育
種
価
評
価
シ
ス
テ

ム
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
ず
、家
畜
改
良
事
業
団
に
牛
の
毛

根
な
ど
を
送
付
し
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
チ
ッ
プ
で
の

解
析
を
依
頼
し
ま
す
。解
析
し
た
デ
ー

タ
を
道
総
研
畜
試
が
受
け
取
り
、ゲ
ノ
ム

育
種
価
の
評
価
を
行
い
ま
す
。ゲ
ノ
ム
育

種
価
は
、酪
農
畜
産
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
通
し
て
提
供
さ
れ
、毎
月
評
価
値

が
更
新
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
（
図
2
）。

北
海
道
独
自
で
評
価
や
デ
ー
タ
蓄
積
を

行
う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た
育

種
価
と
互
換
性
が
あ
り
、よ
り
実
感
に

合
う
評
価
値
を
提
供
で
き
ま
す
。

ま
た
、「
北
海
道
ゲ
ノ
ム
育
種
価
」

で
は
、従
来
の
6
項
目（
枝
肉
重
量
、ロ
ー

ス
芯
、
バ
ラ
厚
、
皮
下
脂
肪
、
歩
留
、

脂
肪
交
雑
）
に
加
え
て
新
た
に
2
項
目

の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
が
、

帯
広
畜
産
大
学
が
開
発
し
た
「
新
細
か

さ
指
数
」
と
呼
ば
れ
る
脂
肪
交
雑
の
細

か
さ
を
算
出
し
た
数
値
で
す
。
二
つ
目

は
、
全
国
的
に
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
「
オ
レ
イ
ン
酸
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

「
北
海
道
ゲ
ノ
ム
育
種
価
評
価

シ
ス
テ
ム
」の
仕
組
み

分娩 DNA

能力
評価

能力
評価

肥育

ゲノム育種価

ゲノム育種価

ゲノムデータ

毛根＆料金

ＳＮＰ
チップ

ゲノム育種価

数ヵ月
育種価

4 年

●血統提供
●評価値の提供（Web）

酪農畜産協会
●毛根採材
●評価値活用

生産者、種雄牛機関

●ゲノム育種価評価
●評価元データ蓄積

道総研畜試
●SNP解析
家畜改良事業団

図1.「ゲノム育種価」のイメージ

Profile：鹿島 聖志さん
2005 年北海道大学農学部卒業。
2005 年から現在まで道総研畜産
試験場において、肉用牛、主に
黒毛和種の育種研究に従事。
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お
い
し
さ
に
係
る
項
目
と
さ
れ
て
お
り
、

食
べ
て
お
い
し
い
北
海
道
和
牛
へ
の
改
良

に
向
け
た
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

道
内
の
モ
デ
ル
生
産
者
に
お
い
て
、
雌

牛
の
早
期
選
抜
に
北
海
道
ゲ
ノ
ム
育
種

価
を
活
用
し
た
例
で
は
（
図
3
）、
生
ま

れ
た
雌
子
牛
の
全
て
に
つ
い
て
、
生
後
数

カ
月
の
う
ち
に
毛
根
を
採
取
し
、
ゲ
ノ

ム
育
種
価
を
評
価
し
ま
し
た
。

活
用
前
は
、
能
力
が
分
か
ら
ず
発
育

や
体
型
が
良
け
れ
ば
全
て
保
留
し
て
い

ま
し
た
が
、
活
用
後
は
、
ゲ
ノ
ム
育
種

価
が
一
定
以
上
の
雌
子
牛
の
み
選
択
的

に
保
留
す
る
経
営
と
な
り
ま
し
た
。

子
牛
市
場
に
雌
牛
を
売
り
払
う
の
は

10
カ
月
齢
前
後
で
す
が
、
生
後
数
カ
月

で
毛
根
を
送
付
し
た
の
で
、
市
場
売
り

払
い
の
判
断
前
に
ゲ
ノ
ム
育
種
価
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム
育
種
価
の
活
用

で
、
雌
牛
の
選
抜
効
率
は
活
用
前
の
約

2.6
倍
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

道
内
生
産
者
の
活
用
例
で
は

選
抜
効
率
が
大
き
く
向
上

分娩 DNA

能力
評価

能力
評価

肥育

ゲノム育種価

ゲノム育種価

ゲノムデータ

毛根＆料金

ＳＮＰ
チップ

ゲノム育種価

数ヵ月
育種価

4 年

●血統提供
●評価値の提供（Web）

酪農畜産協会
●毛根採材
●評価値活用

生産者、種雄牛機関

●ゲノム育種価評価
●評価元データ蓄積

道総研畜試
●SNP解析
家畜改良事業団

北
海
道
ゲ
ノ
ム
育
種
価
の
申
し
込

み
は
各
Ｊ
Ａ
を
通
じ
、
酪
農
畜
産

協
会
も
し
く
は
畜
産
試
験
場
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図2.「北海道ゲノム育種価評価システム」の仕組み

図3.雌牛の早期選抜に北海道ゲノム育種価を活用した道内モデル生産者の事例
※活用前（左）は、全て保留とした雌子牛について改めてゲノム育種価を調べたもの。

脂
肪
交
雑
の
ゲ
ノ
ム
育
種
価

脂
肪
交
雑
の
ゲ
ノ
ム
育
種
価

枝肉重量のゲノム育種価

4

3

2

1

0
0

3.5

2.5

1.5

0.5

-50 50 100

保留 売払
保留

活用前 活用後

枝肉重量のゲノム育種価

4

3

2

1

0
0

3.5

2.5

1.5

0.5

-50 50 100
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C L I P
i n f o r m a t i o n
情 報 ク リ ッ プ

2 月から始めているロボットでの搾乳。今回は導入の課題
や搾乳の工程を紹介します。

ホクレン訓子府実証農場 畜産技術課

タ
イ
ス
ト
ー
ル
（
つ
な
ぎ
）
牛
舎
で
営

農
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
作
業
の
省

力
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
解
決
策

の
一
つ
と
し
て
タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

そ
の
有
用
性
の
検
証
や
、
生
産
者
の
研

修
の
場
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
、
訓

子
府
実
証
農
場
の
タ
イ
ス
ト
ー
ル
牛
舎

に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。

タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
用
の
も
の
と
は
異
な

り
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が
牛
の
と
こ
ろ
ま
で

行
き
搾
乳
を
開
始
し
ま
す
。
搾
乳
対

象
牛
の
近
く
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
進
む
と
、

ア
ー
ム
で
牛
を
ロ
ボ
ッ
ト
内
に
引
き
寄

せ
、乳
頭
を
洗
浄
し
た
後
、自
動
で
ユ
ニ
ッ

ト
を
装
着
し
搾
乳
を
開
始
し
ま
す
。
乳

房
ご
と
に
乳
が
出
な
く
な
る
と
1
本
ず

つ
ユ
ニ
ッ
ト
を
離
脱
さ
せ
る
た
め
、
過
搾

乳
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
農
場
で
は
、
昨
年
12
月
に
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
し
、
今
年
1
月
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
搾
乳
を
試
験
的
に
開
始
し
ま
し
た
が
、

タ
イ
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の

搾
乳
作
業
省
力
化
に
向
け
導
入

過
搾
乳
を
軽
減
で
き
る

冬
期
間
の
凍
結
対
策
が
課
題

写真 2. 搾乳ロボット外観

写真 1. 搾乳ロボット全景

C L I P 01
タイストール用搾乳ロボットを導入しました
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視
察
研
修
を
受
け
入
れ
し
ま
す

図 1. タイストール用搾乳ロボットによる工程

写真 3. 搾乳ロボット前景

写真 4. ユニット装着

写真 5 . 搾乳中の画面

※一工程 1 頭当たりの搾乳時間は約 10 分間

洗
浄
ラ
イ
ン
や
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
液
の
凍
結

と
い
っ
た
寒
冷
地
特
有
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

り
、
自
動
運
転
に
よ
る
本
稼
働
は
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
へ
の
対
策
を

施
し
た
後
、
2
月
に
自
動
運
転
に
切
り

替
え
、
搾
乳
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
（
5
月
上
旬
）
は
9
頭
を
搾
乳

し
て
い
ま
す
。
乳
量
は
平
均
49
・
0
㎏

（
搾
乳
日
数
1
1
8
日
）
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
乳
成
分
や
乳
質
に
は
現
在

の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
は
出
て
い
ま
せ
ん

が
、今
後
の
変
化
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
の
省
力
化
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
き

ま
す
。

今
後
、
当
農
場
で
は
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
導
入
に
向
け
た
研
修
会
な
ど

を
取
扱
業
者
と
連
携
し
取
り
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
視
察
、
研
修
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
ホ
ク
レ
ン
各
支
所
営
農

支
援
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1 設定ストールへ移動

2 ケージ内へ牛を誘導

3 搾乳アームを乳房下部へ移動

4 モーターブラシで乳頭を洗浄消毒

7 搾乳

12 赤外線センサーカバー洗浄

5 乳頭へライナー装着

10 先搾り乳の廃棄

8 乳頭離脱（搾乳終了した各乳頭ごとにライナーを外す）

6 乳頭先搾り

11 バックフラッシュ（搾乳後のライナー洗浄消毒）

9 ポストディッピング（搾乳後の消毒）

13 バルククーラーへ牛乳圧送

14 次のストールへ移動

アームで牛をロ
ボット内に引き
込みます。

乳頭ごとの搾乳
状態がグラフで
表示されます。
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と
ほ
ぼ
同
等
の
防
除
効
果
が
確
認
さ
れ
、

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
す
す
紋
病
や
か

ぼ
ち
ゃ
の
う
ど
ん
こ
病
な
ど
に
対
し
て
も

普
及
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

無
人
ヘ
リ
に
比
べ
小
型
な
農
薬
散
布

用
ド
ロ
ー
ン
の
作
業
性
を
疑
問
視
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
飛
行
時
間
や
タ

ン
ク
容
量
か
ら
1
回
当
た
り
の
散
布
面

積
は
小
さ
い
も
の
の
、
小
回
り
が
効
く

こ
と
な
ど
か
ら
同
等
以
上
の
作
業
性
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
（
ア
グ
リ

ポ
ー
ト
V
O
L
27
で
紹
介
）。

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
生
産
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
生
産
基
盤
の
維
持
や

強
化
に
貢
献
す
べ
く
、
ホ
ク
レ
ン
で
は

農
薬
散
布
を
行
う
事
業
者
と
連
携
し
、

2
カ
年
の
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
を
経
て

2
0
2
1
年
度
よ
り
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

請
負
散
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

請
負
散
布
に
は
以
下
の
特
長
が
あ
り
ま
す

（
図
1
）。

❶
計
画
的
な
防
除
が
期
待
で
き
る

圃
場
ご
と
の
作
業
性
は
無
人
ヘ
リ
と

変
わ
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
圃
場
間
を

移
動
す
る
時
の
運
搬
作
業
が
容
易
な
こ

と
等
か
ら
、
無
人
ヘ
リ
と
同
等
以
上
の

面
積
に
対
応
で
き
、
計
画
的
作
業
に
つ

な
が
り
ま
す
。

❷
電
波
の
混
信
が
起
き
に
く
く
、
安
定

し
た
散
布
が
可
能

電
波
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
に
制
限
が
あ
る

無
人
ヘ
リ
は
混
信
も
懸
念
さ
れ
、
同
一

地
区
を
複
数
機
で
散
布
す
る
場
合
は
事

前
調
整
が
必
要
で
す
。
一
方
、
使
用
す

る
周
波
数
帯
が
違
う
ド
ロ
ー
ン
は
混
信

が
起
き
に
く
い
た
め
、
事
前
調
整
な
く

同
一
地
区
で
複
数
機
飛
行
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

❸
散
布
後
は
要
望
に
応
じ
飛
行
デ
ー
タ

を
提
供
可
能

飛
行
デ
ー
タ
（
履
歴
）
を
G
P
S
の

デ
ー
タ
で
取
得
し
て
い
る
の
で
、
要
望
に

応
じ
提
供
可
能
で
す
。

❹
さ
ま
ざ
ま
な
地
形
に
対
応

小
型
な
ド
ロ
ー
ン
は
小
回
り
が
効
く

農
業
の
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
農
作
業

委
託
や
農
薬
の
省
力
化
製
剤
な
ど
が
広

が
り
を
見
せ
る
中
、
近
年
進
化
の
め
ざ

ま
し
い
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
が
、
労

力
軽
減
や
作
業
性
向
上
に
つ
な
が
る
と

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
で
は
今
後
の
普
及
に
備
え
、

道
内
各
地
で
防
除
効
果
や
作
業
性
な
ど

を
確
認
す
る
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

水
稲
の
各
種
病
害
虫
や
雑
草
、
秋
播

き
小
麦
の
雪
腐
病
で
は
、
慣
行
防
除
機

器
（
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー〉

以
下
、
無

人
ヘ
リ
〉
や
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
な
ど
）

省
力
化
で
注
目
さ
れ
る

農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
請
負
散
布
の
特
長

C L I P 02

2021 年度から開始した、ホクレンのドローン請負散布
を紹介します。

ホクレン肥料農薬部 農薬課 技術普及課

ドローンによる「請負散布」が始まりました!
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た
め
、
変
形
地
や
傾
斜
地
に
も
対
応
が

可
能
で
す
。

❺
予
備
機
を
準
備
可
能

普
通
車
両
に
複
数
機
を
搭
載
で
き
る

の
で
、現
地
で
機
体
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生

し
た
場
合
も
予
備
機
で
対
応
で
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
水
稲
の
除
草
剤
お
よ
び

本
田
防
除
（
い
も
ち
病
、カ
メ
ム
シ
類
）、

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
す
す
紋
病
、
秋

播
き
小
麦
の
雪
腐
病
な
ど
を
対
象
に
約

7
0
0
ha
、
12
Ｊ
Ａ
で
請
負
散
布
を
実

施
し
ま
し
た
（
図
2
）。
防
除
効
果
も

従
来
と
同
等
で
、
現
地
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
で
は
、
2
0
2
2
年
度
の

請
負
散
布
を
重
点
的
に
進
め
る
分
野
を

表
１
の
通
り
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
支
援
も
あ
り
、
農
薬

散
布
用
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
可
能
な
農
薬

は
増
加
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は

セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
雑
草
判
別
に
基
づ

く
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
散
布
な
ど
の
検
討

も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

請
負
散
布
に
関
わ
る
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
J
A
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
ク
リ
ッ
プ
＿
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＿

好
評
だ
っ
た
2
0
2
1
年
の

請
負
散
布

2
0
2
2
年
の
重
点
分
野

作　物　名 対象病害虫 使用農薬名（例）

水稲 いもち病、斑点米カメムシ ダブルカット剤

秋播き小麦 雪腐病 フロンサイド SKY、モンカットベフランフロアブル

飼料用トウモロコシ すす紋病 チルト乳剤

未成熟トウモロコシ※ アブラムシ類 モスピランＳＬ液剤

かぼちゃ うどんこ病 ベジセイバー、ダコニールエース

表１.2022 年度請負散布の重点分野

※未成熟トウモロコシにおけるアドマイヤー顆粒水和剤は登録削除となり、使用することができません。
　（2021 年 9 月 29 日付、地上散布も含む）

散布後は飛行データを
ご要望に応じ、提供可能。

電波の混信が起きにくく、
安定の散布。

※同一地区で複数機の飛行が可能です。

計画的防除が期待できる。

変形地や傾斜地など
さまざまな地形に対応。

トラブル対応の
予備機を準備可能。

いもち病・斑点米カメムシ・雑草

水　稲

雪腐病

小　麦

うどんこ病

かぼちゃ

すす紋病

飼料用トウモロコシ

図 1. ドローン請負散布のメリット

散布後は飛行データを
ご要望に応じ、提供可能。

電波の混信が起きにくく、
安定の散布。

※同一地区で複数機の飛行が可能です。

計画的防除が期待できる。

変形地や傾斜地など
さまざまな地形に対応。

トラブル対応の
予備機を準備可能。

いもち病・斑点米カメムシ・雑草

水　稲

雪腐病

小　麦

うどんこ病

かぼちゃ

すす紋病

飼料用トウモロコシ

図 2.2021 年の請負散布事例（イメージ）
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C L I P 03

米穀の販売には、生産地から消費地への輸送が欠かせません。安定的な輸送
力確保のため、人手不足に対応した輸送方法改善と、SDGs への関心の高ま
りや低コスト化に応えるフレキシブルコンテナの取り組みを紹介します。

ホクレン米穀部 米穀総合課

米穀輸送における物流方法改善の取り組み

北
海
道
米
は
年
間
約
57
万
t
が
生

産
さ
れ
、
約
半
数
が
道
内
で
消
費
さ
れ

る
も
の
の
、
多
く
は
沖
縄
も
含
め
道
外

に
運
ば
れ
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
本
会
取
扱
分
の
輸
送
手
段
は
約
3

分
の
1
が
J
R
コ
ン
テ
ナ
、
残
り
は
フ
ェ

リ
ー
や
貨
物
船
等
の
船
舶
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、生
産
地
、消
費
地
と
駅
（
港
）

の
間
は
い
ず
れ
も
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業
界
は
、
長
時
間
労

働
や
不
規
則
な
勤
務
体
系
な
ど
、
他
の

産
業
と
比
べ
厳
し
い
労
働
環
境
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
年
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
発
生
し
高
齢
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
米
穀
の
輸
送
に
関
し
て
も

効
率
化
や
省
力
化
は
大
変
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
穀
の
輸
送
で
は
、
主
に
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
コ
ン
テ
ナ
（
以
下
「
フ
レ
コ
ン
」）（
約

1
t
）
と
紙
袋
（
30
㎏
）
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
フ
レ
コ
ン
に
よ
る
輸
送
は
、フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
を
用
い
た
作
業
の
た
め
作
業

効
率
も
良
く
、
北
海
道
米
で
は
8
割
程

度
を
占
め
て
い
ま
す
が
（
※
）、
紙
袋
も

販
売
先
か
ら
の
要
望
で
一
定
量
の
供
給

輸
送
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い

ト
ラ
ッ
ク
輸
送

紙
袋
で
の
輸
送
省
力
化
も
課
題
に

レンタルパレット会社にて空パレット回収

紙袋をパレットに載せたまま
トラックに積む。1 人で 30
分で積み込み完了。

紙袋をパレットに載せたまま
トラックから下ろす。1 人で
30分で荷下ろし完了。

JA倉庫 卸業者倉庫

積み下ろしの延べ作業時間を大幅に削減

※従来の手作業での積み込み（荷下ろし）の場合
●人員：2名　●作業時間：約１時間 30分～２時間

※パレチゼーション輸送の場合
●人員：1名　●作業時間：約 30分

積み込み 荷下ろし

図 1. 米穀紙袋のパレチゼーション輸送（イメージ）
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が
必
要
で
す
。
紙
袋
を
輸
送
す
る
際
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
袋
ず
つ
手
積
み
、
手
下

ろ
し
の
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
割

増
運
賃
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
輸
送
方
法

の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
紙
袋
を
載
せ

た
パ
レ
ッ
ト
ご
と
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
下
ろ
し
す
る
こ
と
で
、

手
作
業
に
よ
る
負
担
軽
減
を
図
る
パ
レ

チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
輸
送
の
試
験
を
昨
年
か
ら

始
め
て
い
ま
す（
図
1
）。レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ

ト
を
用
い
る
た
め
、
J
A
所
有
の
パ
レ
ッ

ト
か
ら
の
置
き
換
え
等
、
各
種
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
導
入
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
（
写
真
1
．
2
．
3
）。

一
方
、
気
候
変
動
や
資
材
価
格
の
高

騰
な
ど
、
先
行
き
不
安
な
状
況
に
あ
る

中
、
国
連
が
定
め
る
S
D
G
s
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み
も

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
米
（
本
会
取
扱
分
）
の
米
穀

輸
送
で
使
う
フ
レ
コ
ン
は
年
間
約
31
万

枚
で
、
半
数
程
度
は
再
利
用
可
能
な
リ

サ
イ
ク
ル
フ
レ
コ
ン
で
す
が
、
回
収
、
点

検
作
業
等
の
都
合
上
、
そ
の
他
は
ワ
ン

ウ
ェ
イ
（
使
い
捨
て
）
フ
レ
コ
ン
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
環
境
負
荷
を
考

慮
し
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
フ
レ
コ
ン
の
使
用
を

減
ら
し
、
J
A
全
農
が
全
国
段
階
で
運

用
す
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
タ
イ
プ
の
全
農

統
一
フ
レ
コ
ン
の
導
入
拡
大
を
計
画
し
て

い
ま
す
（
写
真
4
、
5
）。

全
農
統
一
フ
レ
コ
ン
は
、
紙
袋
で
の
輸

送
を
減
ら
し
輸
送
力
を
確
保
す
る
こ
と

や
、
全
国
段
階
で
の
運
用
に
よ
る
回
収

の
効
率
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
的
に

J
A
全
農
で
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
か
ら
道
内
で
も
J
A
の
協
力
を

パ
レ
チ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
輸
送
の
導
入

環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
フ
レ
コ
ン
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
へ

得
て
充じ
ゅ
う
て
ん填

、
保
管
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
試
験
段
階
で
特
に
問
題
は
見
ら

れ
な
い
た
め
、
2
0
2
2
年
産
で
5
千

枚
程
度
導
入
す
る
予
定
で
す
。
置
き
換

え
が
進
め
ば
、
一
割
程
度
の
コ
ス
ト
削

減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
穀
の
安
定
し
た
輸
送
力
確
保
は
も

ち
ろ
ん
、
物
流
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
生

産
者
の
手
取
り
向
上
と
環
境
負
荷
削
減

な
ど
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

写真 1. パレットへの積み替え作業
（JA 倉庫のシートパレットを引き抜き）

写真 2. パレットに積み替えた紙袋写真 3. パレットごとトラックに積み込み

写真 5. 全農統一フレコン 写真 4. 全農統一フレコン（充填の様子）

※全道共販米穀（2020 年産）のフレコン比率 84％
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標
準
作
業
を
作
り
常
に
改
善
す
る

作
業
伝
達
に
は
人
間
関
係
が
必
須

C L I P 04

農業現場で社員やパートの方と上手にコミュニケーションを取
り、指示を的確に伝えるための方法を、徹底された生産方式で
知られるトヨタから学びます。

トヨタ自動車北海道株式会社 総務部 人事室
人財育成G 主幹　中川 佳希さん

的確な作業指示は、良い人間関係から

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
で
は
、
A
T

（
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
）
や
C
V
T
（
無
段
変
速
機
）
な
ど
、

自
動
車
に
欠
か
せ
な
い
部
品
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
業

が
あ
る
中
で
、
一
つ
の
課
で
は
数
名
の
グ

ル
ー
プ
長
が
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
長

が
中
心
と
な
り
標
準
作
業
を
作
っ
て
指

示
を
出
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
長
の
下
に

い
る
リ
ー
ダ
ー
が
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に

直
接
指
示
を
出
し
進
捗
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
チ
ー
ム
の
人
数
は
、
リ
ー
ダ
ー

図 1. 作業要領書を基にした作業改善のサイクル 写真 2. 作業のやり方・手順を示した「作業要領書」

写真 1. トヨタ自動車北海道の工場内

が
一
人
ひ
と
り
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
10
人
以
下
で
編
成
さ
れ
、2
〜
3
チ
ー

ム
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
メ
ン

バ
ー
の
安
全
を
守
る
」「
品
質
を
保
つ
」

こ
と
で
す
。
現
場
で
の
作
業
は
標
準
化

さ
れ
、
作
業
手
順
を
細
か
く
分
解
し
た

「
要
素
作
業
票
」
と
具
体
的
な
作
業
の

や
り
方
や
手
順
を
示
し
た
「
作
業
要
領

書
」（
写
真
2
）
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
失
敗
し
な
い
作
業
の
や
り
方

を
落
と
し
込
ん
だ
も
の
で
、こ
れ
ら
二
つ

を
基
に
リ
ー
ダ
ー
が
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
、

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
指
導
。更
に
、一

度
作
っ
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、問
題
点

が
な
い
か
常
に
確
認
し
て
い
ま
す
。リ
ー

ダ
ー
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
話
を
よ
く
聞
き
、

問
題
点
が
あ
れ
ば
対
策
案
を
作
成
し
、

改
善
に
努
め
て
い
ま
す
（
図
１
）。

こ
の
標
準
作
業
と
改
善
の
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
ト
ヨ
タ
で
は
良
い
人
間
関
係

に
支
え
ら
れ
た
明
る
い
職
場
づ
く
り
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に

は
正
社
員
だ
け
で
な
く
期
間
社
員
や
派

遣
社
員
も
い
る
た
め
、
多
様
な
価
値
観

を
持
つ
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求

❶作業の仕方・手順を作る

❹改善を行う

コミュニケーション

❸作業に問題がないか
　常に確認する

❷作業の仕方を教え、
　育成する●正しい仕事の仕方、失敗さ

せないやり方を明確にする。
●作業要領書を（作業のやり

方・手順）作成する。
●作業時間内に安全に品質を

確保し、やりやすい組み合
わせを作る。

●問題点に対し対策案を作
成し改善を実施する（メン
バーの意見・理解を確認し
ながら進める）。

●改善の効果を確認し、新た
な作業組み合わせを施行
する。

全てを円滑に進めるためにコミュニケーションが下支えをしている。

●仕事の内訳は良いか、ムダ
はないか、標準は守られて
いるか、困りごとや問題な
どはないか、実作業のメン
バーに話を聞く。

●丁寧に分かりやすく、理解
できるまで、正しく教える。

●正しい教え方で指導する
（前準備→やってみせる→
やらせてみる→確認する）。
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部
下
と
の
会
話
で
育
む
信
頼
関
係

シートを活用し声掛けをして
細やかにフォロー

作業で重要な部分はグループ長が伝え、リー
ダーはメンバーが理解しているかを確認します。
個人の進捗を確認するためのチェックシートは
数種類あります。新規入社者向けの「コミュニ
ケーションシート」では、覚えた作業や困ったこ
とを毎日書いてもらい、リーダーがそれに対する
コメントを書くことでコミュニケーションを取っ
ています。他にも安全に特化したレベルアップ
シート、作業の理解度を測るための作業訓練フォ
ローシートで、リーダーと本人が確認していま
す。作業内容が変更になった場合は、新しい「要
素作業票」と「作業要領書」に基づいて一人ひ
とりが覚えるまで教えることの繰り返しです。
入社当初は上司との挨拶や会話が苦手な人もい
ます。そういった人には上司の方から挨拶や声
掛けをすることで、1 カ月、2 カ月と経過すると
挨拶が返ってくるようになり、円滑に意思疎通で
き、作業の進捗確認もスムーズになってきます。
ケガなく、不具合を出さずに作業するためには、
メンバー個人の心身の健康を守ることが大切で
す。「傾聴」を大事に一人ひとりの思いをくみ取
り、ケアすることを心掛けています。

第１ユニット製造部第 12製造課
第３作業係
工長  森井 英之さん（写真右）
232G リーダー 川田 太さん（写真左）

図 2. 明るい職場づくりのためのコミュニケーション技法

め
ら
れ
ま
す
。

作
業
指
示
を
出
す
リ
ー
ダ
ー
や
グ

ル
ー
プ
長
に
は
、
各
課
の
係
長
に
あ
た

る
工
長
が
ト
レ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
研
修
を

行
い
ま
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
体
験
型

の
研
修
で
、
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
も
教
え
て
い
る
六
つ
の
基
本
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
が
あ
り
ま

す
。
①
承
認
、
②
傾
聴
、
③
共
感
、

④
合
わ
せ
る
、⑤
質
問
、⑥
提
案・助
言・

指
示
で
す
（
図
2
）。
部
下
を
個
人
と

し
て
尊
重
す
る
た
め
に
、
ま
ず
こ
れ
ら
の

技
法
に
関
し
て
掘
り
下
げ
て
学
び
ま
す
。

ま
た
、
部
下
も
感
情
や
個
性
が
一
人
ひ

と
り
違
う
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
部

下
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
接
し
方
や
働
き
方
を
変
え
る
と

い
う
観
点
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

人
間
関
係
が
悪
く
な
る
と
作
業
が
滞

り
、
安
全
や
品
質
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
グ
ル
ー
プ
や
チ
ー

ム
で
は
、
集
ま
っ
て
お
互
い
を
知
り
交
流

す
る
時
間
を
取
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、リ
ー

ダ
ー
は
作
業
の
合
間
に
一
人
ひ
と
り
と

雑
談
を
含
め
、
会
話
を
す
る
こ
と
で
、

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
話
せ
る

関
係
性
を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

❶承認 ❷傾聴 ❸共感 ❹合わせる ❺質問 ❻提案・助言・指示

相手を尊重する観点
から、部下の存在を
認め、受け入れる。

集中して耳を傾けて
聞く、相手に関心を
持って聞く。

相手の立場で考え、
感じるように積極的
に努める。

名前で呼ぶ、目線を合
わせるなどで安心感を
与え、信頼関係を築く。

効果的な質問で相手
の視点を変え、行動
を促し、行動を変える。

部下の個性や経験、
技術力、判断力に合
わせて指導する。

の
特
性
を
知
っ
て
繰
り
返
し
た
り
、
教

え
方
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
標
準

作
業
を
浸
透
さ
せ
改
善
も
で
き
ま
す
。

農
業
現
場
の
作
業
で
も
安
全
と
品
質

を
守
る
こ
と
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す
の

で
、
ト
ヨ
タ
の
工
場
と
通
じ
る
部
分
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
道
内
の

J
A
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
で
実
践
し
て
い
る
方

法
が
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

??????

情
報
ク
リ
ッ
プ
＿

Inform
ation CLIP

＿

04

＿

34  HOKUREN AGRIPORT 



ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
で
は
、

道
内
生
産
者
の
営
農
に
役
立
つ
こ
と
を

目
標
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
や
品
種

開
発
、
栽
培
や
飼
養
管
理
な
ど
、
各
種

試
験
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
の
研
究
成
果
の
中
で
、

道
内
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
特
に
お
伝
え

し
た
い
も
の
を
、W
e
b
サ
イ
ト
の
「
ホ

ク
レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
4
月

20
日
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

公
開
し
て
い
る
の
は
、
自
動
操
舵
や
ハ

ウ
ス
自
動
環
境
制
御
、
可
変
施
肥
、「
春

よ
恋
」
高
品
質
多
収
栽
培
、
人
参
新

品
種
、メ
ロ
ン
長
期
貯
蔵
、ク
ロ
ス
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
哺
乳
･
育
成
期
管
理
に
関

す
る
八
つ
の
成
果
で
す
（
表
1
）。
そ
れ

ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

営農のヒントが得られる研究成果を公開しています。

ホクレン農業総合研究所

営農に役立つ研究成果を公開中！
表 1. 公開中の研究成果

ホクレンインフォメーション HP で情報を配信中
です。
https://hokuren-news.jp/news_detail/id=589

分　野 研究成果の内容

スマート
農業

衛星の数で自動操舵の精度が変わる！

人もトマトも快適！
ハウスの自動環境制御！
衛星データを活用した
直播てん菜の可変施肥効果の確認

畑作物・
園芸作物

春播き小麦品種「春よ恋」の
高品質安定多収栽培技術の開発
人参の青果加工兼用新品種「キャスピ」
〜抽苔が遅く、青果用・加工用どちらでも

使いやすい〜

冬場が旬 !?　メロンの長期貯蔵技術

酪　農

クロスブリーディング実証の取り組み
〜 MO×HO 種初産成績と AY×（MO×HO）

種の紹介〜
哺乳・育成期の飼養環境改善に向けた実証
〜訓子府実証農場での事例〜

情
報
ク
リ
ッ
プ
＿

Inform
ation CLIP

＿

05

＿ C L I P 05
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皆
さ
ん
か
ら
の
疑
問
を
大
募
集
！

今
更
聞
け
な
い
疑
問
を
デ
ス
カ
3
号
が

代
わ
り
に
聞
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
疑
問
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ス
カ
３
号
の

こ
れ
っ
て
何
デ
ス
カ
？

ト
マ
ト
の
中
で
も
、ミ
ニ
ト
マ
ト
は「
赤
」

「
黄
」「
オ
レ
ン
ジ
」「
緑
」「
黒
」
な
ど
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
色
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
多
く
の
色
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。

実
は
、
色
の
違
い
は
栄
養
成
分
の
量

に
よ
り
ま
す
。
ど
の
色
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
も

含
ま
れ
る
栄
養
成
分
の
種
類
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
が
、
成
分
ご

と
の
量
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

成
分
が
持
つ
色
の
違
い
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

色
も
変
わ
り
ま
す
。

ト
マ
ト
の
色
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

「
赤
」
は
リ
コ
ピ
ン
、「
黄
」
は
ル
チ
ン
、

「
オ
レ
ン
ジ
」
は
β
カ
ロ
テ
ン
、「
緑
」

は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
、「
黒
」
は
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
「
ト
マ
ト
が
赤
く
な

る
と
医
者
が
青
く
な
る
」
と
い
う
、
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
ト
マ
ト
が
熟
す

頃
に
な
る
と
、
ト
マ
ト
を
食
べ
て
元
気
に

な
る
人
が
増
え
、
病
人
が
減
る
の
で
、

仕
事
が
減
っ
て
医
者
が
青
く
な
る
と
い
う

例
え
で
す
。
ト
マ
ト
は
栄
養
価
の
高
い

野
菜
で
す
。
栄
養
成
分
の
量
で
色
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
好
み
に
合
わ
せ
て
選

ん
で
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

農業ロボット「デスカ 3 号」
農業お手伝いロボットとして開発され、北海道の
生産地をさすらいながらお助けします。開発され
たばかりなので農業はまったくの初心者です。

［
美
瑛
町
の
方
か
ら
の
質
問
！
］
ト
マ
ト
の
色
が
多
色
な
の
は
な
ぜ
？

皆
さ
ん
か
ら
の
疑
問
を
大
募
集
！

運
転
、

頼
ん
だ
よ
ー

お
任
せ

く
だ
さ
い
！

色
が
違
う
だ
け
で
、

こ
こ
に
あ
る
の
は

全
部
ト
マ
ト
だ
よ

ト
マ
ト
は
な
ぜ

こ
ん
な
に

色
と
り
ど
り

な
ん
デ
ス
カ
？

で
も
…
青
い
色
の

ト
マ
ト
も
あ
れ
ば

も
っ
と
華
や
か

だ
と
思
い
ま
す
！

カ
ラ
フ
ル
だ
か
ら
、
食
卓
を

き
れ
い
に
彩
って
く
れ
る
よ

ど
の
成
分
が

多
い
か
で
、

色
に
違
い
が

出
る
ん
だ
よ

確
か
に

華
や
か

デ
ス
！

塗
る
の
は

ダ
メ
！

含
ま
れ
る
成
分
自
体
は

ど
の
色
も
同
じ
な
ん
だ
け
ど
、

割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ん
だ

小
さ
い
な
す
と

ト
マ
ト
で
し
ょ
う
か
？

カ
ラ
フ
ル
で
す
ね
〜

エ
ー
！

赤
や
黄
色
だ
け

じ
ゃ
な
い
ん

デ
ス
カ
！

リコピンが
多いと赤

アントシアニンが
多いと黒

ルチンが
多いと黄
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表紙
• 表紙とコーディネートの写真がとても
良く、自分も農作業を頑張ろうと思い
ました。 （厚真町・女性）

特集「作業着 STYLE」
• 今月号のファッション特集の写真が
すごく良かったです。モデルさんと農
家のご家族の写真が、みんなすごく楽
しそうで、笑顔がとてもすてきだなと
思いました。普段誰にも会わないし～
と思い、ファッションとは呼べない服装
ですが、せめて、色を合わせたり、気
分も上がるように日々 していこうと思い
ました。 （伊達市・女性）

• 作業着におしゃれは必要か。どっち
でもいいと思っていましたが、読者ア
ンケートの中に個々が農業の広告塔と
言っている方がいてハッとしました。私
もオシャレしよう。 （せたな町・女性）

• ホクレンが SDGｓの視点から実践
していることやできることを知りたいで
す。作業着で地球環境のために配慮
された製品を取り上げてほしいです。
消耗品やワンユースを見直し、着られ
なくなった後、使用済みのその先を考
えられる特集だとなお良いですね。

（清水町・女性）

• 作業着ファッションショーが興味深
かったです。実際に見てみたかった
なぁ。 （名寄市・女性）

• 農作業スタイル特集とても良かった
です。プレゼントがたくさんあり、当たっ
たらうれしいです。今度はおしゃれな
農作業スタイル特集をお願いします！  
夫がおしゃれに無関心なので、もう少
しカッコいいスタイルで農作業してほし
いです。 （富良野市・女性）

• 作業着コーディネート楽しく見せても
らいました。あまり暗いイメージの作
業着では楽しくないですね。

（長沼町・女性）

• RURAL STYLE COLLECTION、
すごくすてきでした。ホタテの殻を敷
き詰めたランウェイとか、アイデアに
脱帽です。家族で楽しむ作業着の皆
さんのコーディネートも明るい色が多く
て見ていて元気が出ました。

（湧別町・女性）

• 自分も、紹介されていた作業着で道
の駅へ日々 出荷してみたいなぁ。家族
で楽しむ作業着でモデルの方々の照れ
くさそうな表情が感じられホッコリ、和
やかな気持ちになりました。

（雨竜町・女性）

• いろいろなコーディネート特集をもっ
と掲載してほしいです。ツナギの着こ
なしやオシャレな長靴など機能面も含
め紹介してみてもいいのでは。

（厚岸町・女性）

• コーディネート特集、なかなか楽し
かったです ! 見ているだけでも気分が
楽しくなりました。 （安平町・女性）

2022 年営農のポイント
• 無代掻きで後作大豆が良くなること
にビックリしました。 （深川市・男性）

START UP ！
•「空知産生姜」へぇーと思いました。
空知に居ながら知らなかったので、ぜ
ひ食べてみたいです。

（岩見沢市・女性）

知っておきたい農業の労務管理
• 今回は興味深い内容が多く勉強にな
りました。最近従業員を雇おうかと考
えていたので、外国人雇用の基礎知
識は役に立ちそうです。 

（枝幸町・女性）

• 外国人雇用の基礎知識はこれから
従業員を雇う時の参考になりました。

（枝幸町・女性）

アグリ・スクエア
• 読者アンケートがイラストなどもあり、
とてもコミカルに分かりやすく目に入り
やすいと思いました。 （札幌市・男性）

その他のご意見
• アグリポート、デビューです ^_^  農
業ヘルパーを 3 年経て、農家さんに
今年から雇ってもらいピカピカの 1 年
生 !  毎日新しいことがたくさんあって
楽しいです♬  これから、毎号熟読し
て勉強します！！よろしくお願いします !

（美瑛町・女性）

前号の読者アンケートにお寄せ
いただいた声を掲載します。

読者の皆さんからの声VOICE

Agri Square

アグリ・スクエアは読者の皆さんと作るページです。Agri Square
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全道各地のアグリポーターから直送のレポートが届きました。

自分なりの整理整頓の工夫今回のテーマ

アグリポーターREPORTREPORT

営農に関わる書類関係は膨大なので、とりあえず仮ファ
イルに入れ、後で時間がある時に整理しています。
農協、行政および各関係団体からの封書やはがきは大

切なものが多く、紛失防止のため、真っ先にファイルボッ
クスへ移動。雨の日など休みの時に仕分けをして、規定
のファイルに整理しています。
書類の整理は、皆さんもいろいろと工夫していると思い

ます。ぜひ、参考にしてください。

書類を分かりやすく
ファイル管理
アグリポーター

岩見沢市　髙橋 義典さん

REPORT　02

一時保管として
クリアファイルを活用しています
アグリポーター

せたな町　遠藤 和博さん

REPORT　01

納品書や請求書は封筒と一緒に、一時クリアファイルへ保管
しています。封筒が一緒のものは、「未決」と一目瞭然です。ファ
イルは毎日確認し、締め切りの早いものから処理をしています。
支払いや解決済みの書類は、一緒に保管していた封筒を廃

棄し、保管ファイルへ移動。用途別にクリアファイルを色や柄
で分けたいと思っていますが、実際はいろいろな種類のクリア
ファイルがあります。数少ないホクレンのファイルも絶賛活躍中
です。



	 	

仕事でも日常生活でも、自分なりの予測を立てる場面は多々あります。
今までに予測をして当たったこと、外れたことを皆さんにお聞きしました！

• 今年の大雪は予測が外れた。太平
洋側を甘く見ていた。（日高町・女性）

• 1 年の降水量はほぼ同じだと聞いて、
雪が少ない時は夏に雨が多いと思って
いましたが、結局のところいつ多くな
るのかは全く分かりませんね。

（美幌町・男性）

• 普段 TVなどを観ないので、天気
予報は見ません。ですが第 6感を研
ぎ澄まし、小さな生き物や虫の動き、
風の匂いや雲の流れる速さなどを感じ
て天気を読むことができるようになりま
した。雨が降る前に片付けなどができ
ます。 （清水町・女性）

• 12月上旬までに降雪量が少なくても、
結局たくさん積もるよ、という予測が
当たった。 （江別市・男性）

農作業での予測は当たったり
外れたりの繰り返しです…

• 毎年、野菜の配置（苗や種を増え
る場所）によって出来が違うので、同
じやり方なのに毎年 1年生です。よく
野菜が育った時はうれしいです。  

（八雲町・女性）

• 当たったことは移植の時期、外れた
ことは天気。 （日高町・女性）

• 春の作業から「今年の秋も豊作豊
作♪」と予測して、秋に豊作になるこ
と ! （上富良野町・女性）

• 当たったことは、稲刈り中の反収。
外れたことは、雨が降らないと思って
防除したら降ってきたこと。  

（岩見沢市・男性）

その他の予測

• あくまで私の場合ですが、悪い予想
は大体外れます。なので、悪い予想
が浮かぶ時は、この後いいことがある
んだなと思います。 （仁木町・女性）

• 焦って何でもするとうまくいかない
と思いつつその通り行動してしまうと、
やっぱりうまくいかない。

（沼田町・女性）

•宝くじ、天気、クイズは全然当たりま
せん。 （浦幌町・女性）

•農業はいろんなことを予想してやって
いるように思いますが、当たった記憶
はありません。 （訓子府町・女性）

• 予測は外れ、残念ながらコロナ感染
の第 6波発生。 （釧路市・男性）

• コロナ禍がそろそろ落ち着くかなーと
予測していましたが、いまだに猛威を
ふるっています…。 （音更町・女性）

Agri Square
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皆さんにお聞きしました。

あなたの予測で当たったことや外れたことを教えてください

夫婦間だからこそ当たる？予測

• 「夫は経営力がある」。結婚前にな
んとなく感じていたが当たっていた。
感謝。 （湧別町・女性）

• あ、今日の妻は機嫌悪いなと思った
時は大体当たっています（笑）。 

（栗山町・男性）

• サラリーマンと結婚し、実家の農業
から離れるつもりが予測は外れ、今は
夫と農業をしています。（江別市・女性）

天気の予測は仕事の一環！

• 風の匂いで雨が降るか分かる。
（南富良野町・女性）

• 天気です。よく西の空を見て明るかっ
たら好天（もしくは雨が降っていても
すぐに晴れる）、暗ければ曇りが続く
…と予想しても外れることが多いです。
気象予報士さんにはかないません。 

（訓子府町・女性）

• 日高山脈にかかる雲の量や色で雨が
降ってくるであろう時間を予測します
が、7割ほどは当たるようになりました。
「年の功」と言ったところでしょうか。
 （芽室町・女性）

• 夕日で次の日の天気予測。
（由仁町・女性）

• 最近の天気予報は、当たっても当た
らなくても支障がないようになのか曇
りの予報が多い。あるいは、考えうる
全ての予測を出してくる。どれを取り
入れたら良いのか…?その点、昔母
が話していた「山の上に夕方雲がある
と晴れて、ないと天気が変わる」とい
う話は本当に当たる !（日高町・女性）

• ゲリラ豪雨を当てることです。急な
雨は少し頭が痛くなり、結構な確率で
当たるので、作業する際は楽です。た
またまでも当たるとうれしいです。  

（七飯町・女性）

• 雨が降りそうな時。風の湿度を読み
取り、天気予報を当てます。

（美唄市・男性）

• 昔の方から聞いたことはよく当たりま
す。例えば、暑い日中に蛇を見ると雨
が降るとか。昔は機械ではなく、長い
経験を元に考えていた結果だと思いま
す。いろいろな言い伝えがあり、思い
出しては参考にしています。

（津別町・男性）

• 飛行機雲を見て、雨が降るなーと
思ったら大抵降ります。（幕別町・女性）

• 今年は大雪にならないと思ったけど、
やっぱり地元は大雪でした ( 泣 )。

（羽幌町・男性）

感謝。 （湧別町・女性）

• ゲリラ豪雨を当てることです。急な

Agri Square

読者アンケートREADER COMMENTS
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Agri Square

日頃の農作業や暮らしのことを川柳にしてお寄せください。
作品が紹介された方には粗品を進呈します。趣味、活動、料理、ペットなどあなたの日常を

撮影した写真やイラスト。忙しい作業のなかで
感じた川柳などあなたの作品をアグリポート
にお送りください。採用された方には粗品を
進呈します。なお、投稿いただいた写真はアグ
リポートの誌面づくり以外の目的には一切使
用しません。ぜひお気軽にお寄せください。

写真の応募：スマートフォン・パソコンで読者
アンケート回答ページにアクセスすると写真
投稿欄がありますので、そこから投稿できます。
川柳の応募：裏表紙の応募ＦＡＸ、またはイン
ターネットでご応募できます。

https://jp.surveymonkey.com/r/YM62LVF

あなたの作品を大募集 !
写真・川柳をぜひお寄せください

こちらのアドレス・２次元コード
からアクセスいただけます。

投
稿
い
た
だ
い
た
何
げ
な
い
、日
常
の
風
景
を
お
届
け
し
ま
す
。

農作業や暮らしのことを川柳に。

休
み
は
、
な
ぜ
か
短
く
感
じ
る
…
…
（
編
）

冬
休
み

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

も
う
仕
事

（
幕
別
町
・
女
性
）

畑
に
と
っ
て
も
恵
み
の
雨
で
す
ね
。（
編
）

雨
よ
降
れ

晴
れ
も
良
い
け
ど

休
み
た
い

（
旭
川
市
・
女
性
）

夫
婦
関
係
の
秘
け
つ
で
も
あ
り
ま
す
ね
。（
編
）

老
夫
婦

い
た
わ
り
合
っ
て

農
作
業

（
芽
室
町
・
女
性
）

気
分
を
あ
げ
て
、
作
業
効
率
も
ア
ッ
プ
！
（
編
）

作
業
着
も

カ
ラ
フ
ル
コ
ー
デ
で

気
分
あ
げ

（
日
高
町
・
女
性
）

匠
の
技
に
は
、
か
な
い
ま
せ
ん
。（
編
）

や
っ
て
み
た

プ
ロ
に
か

乾
杯
・
完
敗

ん
ぱ
い

ミ
ニ
ト
マ
ト

（
札
幌
市
・
女
性
）

アグリ・フォト PHOTO

農業なんでも川柳

SENRYU

と
び
出
し
注
意

む
か
わ
町
・
女
性

キャンプでバームクーヘン作ったら

車麩みたいになった
北広島市・男性

農
村
な
ら
で
は
の

お
お
き
な
鯉

栗
山
町
・
女
性

小さな酪農家さん

名寄市・女性

ハ
ン
ド
ル
は
オ
レ
の
も
の
！

上
富
良
野
町
・
女
性
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編集　ホクレン農業協同組合連合会
　　　農業総合研究所 営農支援センター
　　　営農支援推進課内 アグリポート編集部

編 集 後 記 From Editor

アンケートにお答えいただいた方に抽選でプレゼントを差し上げます。
裏表紙の記入欄に必要事項をご記入のうえFAX するか、またはパソコ
ン・スマートフォンの応募フォームからご応募ください。  
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

応募締切 2022年7月29日（金）

読者プレゼントP R E S E N T

A

B

北海道産小麦「きたほなみ」を使用し
た乾麺のそうめんです。なめらかな食
感と、のどごしの良さが特長です。製
麺適性の高い品種「きたほなみ」の
味わいをお楽しみください。今回は、
20袋セットでプレゼントします！

表紙コーディネートセット

ホクレン 北海道産小麦「きたほなみ」使用 そうめん
10名様

S・M・L・LL サイズ   合計 4 名様

2022.6-7
VOL.37

ホクレンの営農情報誌

アグリポート

内容
●規格：220g×20袋　 ●保存方法： 常温
※今号の「道産品のカタチ」で紹介した株式会社マルナカが製造しています。

編集部では、さまざまなご意見、ご要望、厳しいご指摘も含め誌面に反映させていきたいと思います。
ぜひ、あなたのご意見をお聞かせください。

編集部より

https://www.hokuren.
or.jp/kouho/ap/

back number　アグリポート アーカイブのお知らせ
Web でアグリポートバックナンバーを公開中

動画で分かりやすい営農情報を

https://www.youtube.com/channel/
UC4Dt4CyXyMsKSVtofG4dprw

YouTube「ホクレンアグリポートチャンネル」

本誌に掲載されている商品またはサービスなどの名称は、各社の商標または登録商標です。   ・YouTubeは、Google LLCの商標です。

表紙で使用された帽子とTシャツ・カッ
トソー・タオルのセットをプレゼントしま
す。サイズは女性用S・M・L・LLとな
ります。応募用紙または応募フォームに
ご希望のサイズをご記入ください。

今号の特集では、温暖化による
気候変化と対策を取り上げました。
気候がすでに変化し、道内も害虫
発生が早くなったり病害が増えたり
と、過去と違ってきていることに改
めて考えさせられました。天気はど
うにもならない面もありますが、誌
面で紹介した気候変化の傾向予測
や対策が、今後の生産に少しでも
参考になればと願っています。
さて、変化が激しく先行きに不透

明感がある昨今ですが、こうした時
に役立つような、いろいろな方の知
恵や工夫など、分かりやすく明るい
話題も盛り込みながら、今後もお伝
えできるよう努めたいと思っていま
す。（Ｔ.Ａ）
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※お名前・ご住所・お電話番号は商品発送時に使用いたしますので正確にご記入願います。

［アンケート回答書］下記の質問にお答えください。

［プレゼント応募記入欄］下記の内容をご記入ください。

お名前

ご住所

お電話番号

ご職業

〒　　　　-

性別：男・女　　年齢　　　　歳

ご希望のプレゼント ※ A・B いずれかに◯印をご記入ください。

A
B （S・M・L・LL ）

希望サイズ

ホクレン 北海道産小麦「きたほなみ」使用 そうめん

Q1. 誌面で興味深かった記事はどれですか？ ※複数回答可

1. 生産者　2. 系統職員　3. その他（　　　　　 　）

ご職業で「生産者」とお答えの方の営農形態は？
※該当するもの全てに◯をつけてください。
1. 稲作　　 　2. 畑作　　 　3. 園芸　　 　4. 酪畜
5. その他（　　　　　　　　　）

Q3. 今後取り上げてほしいテーマをご記入ください。

Q4. 仲間がいて助かったこと、こんな仲間がいれば
いいなと思うことをご記入ください。

Q5. ご意見・ご感想・改善点などをご記入ください。

Q6.「これって何デスカ？」コーナーで聞いてみた
い疑問・質問をご記入ください。

● □ 0. 表紙
● □ 1. あの人のビューポイント
● 特集 温暖化から北海道農業を守る 14 のこと

□ 2. 気候は 15 〜 20 年周期で大きく変化している
□ 3. 温暖化で変わる ! 北海道の病害虫対策
□ 4. 夏の高温から作物を守るために
□ 5. 乳牛を暑熱ストレスから守る
□ 6. 温暖化で高まる熱中症のリスクに備える

●第２特集
□ 7. パートナー企業との業務提携による農業労働力支援スタート

● START UP！ケーススタディーで知る営農のヒント  
□ 8. ニラの効率的処理による作業省力化体系の構築
□ 9.トマト栽培における環境モニタリングシステムの

  　実用性確認と情報共有
●道産品のカタチ

□ 10. 株式会社マルナカ ホクレン 北海道産小麦
   「きたほなみ」使用 乾麺シリーズ
   老舗メーカーが作る常備乾麺の決定版 !
●品種・技術ここがポイント!

□ 11. 養液栽培システム「うぃず One」を用いたトマトの
   2 本仕立て栽培法

□ 12.ＤＮＡを利用した道内黒毛和牛の能力診断システム
● 情報 CLIP

□ 13. タイストール用搾乳ロボットを導入しました
□ 14.ドローンによる「請負散布」が始まりました !
□ 15. 米穀輸送における物流方法改善の取り組み
□ 16. 的確な作業指示は、良い人間関係から
□ 17. 営農に役立つ研究成果を公開中 !

● これって何デスカ ?
□ 18.トマトの色が多色なのはなぜ？

● Agri Square
□ 19. 読者の皆さんからの声　　
□ 20. アグリポーター REPORT
□ 21. 読者アンケート

   あなたの予測で当たったことや外れたことを教えてください
□ 22. アグリ・フォト　　
□ 23. 農業なんでも川柳

Q2. 今号の満足度をお答えください。
非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い

※お送りいただいたお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は商品の発送、誌面づくりの基礎データとしての目的以外には一切使用いたしません。個人情報は厳重
に保管・管理し、漏洩、滅失、毀損の防止、そのほか安全管理のために必要かつ適切な措置を講ずるよう努めます。また第三者への提供・開示などは一切いたしません。

011-742-9202FAXご応募先

プレゼントのご応募・ご意見は FAX かパソコン・スマートフォンで

パソコン・スマートフォンご応募先 ご応募は
こちらから
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  TEL .011-788-5467

皆さんのお役に立つ誌面づくりのために、ぜひあなたの声をお寄せください。読者アンケートのお願い

https://jp.surveymonkey.com/r/YM62LVF

※お送りいただいたご意見は「Agri Square」コーナーに掲載させていただくほか、誌面づくりに反映させていただきます。

＜農業なんでも川柳＞応募欄

応募締め切り：2022 年 7 月 29 日（金）
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

表紙のコーディネートセット




